けたので あった。 

「わしの 運命 を 買えと いうの か、 面白い こと を 申す 女 

だ」 

青木 昆 陽の 門下であって、 三年 あまり 長 崎へ 行って、 

蘭人に ついて 蘭学 を 学んだ 二十 五 歳の 若侍の、 

宫川茅 野 雄 は 行き かかった 足 を、 後へ 返しながら 女へ 

云った。 

「買えと 云うなら 買つ て もよ いが、 運命な どと いう も 

の は ある もの かな？」 

云い 云い 女 を つくづくと 見た。 女 は 二十 二三ら しい。 

.,こ サ 

身長が 高く 肥えて いて、 面長の 顔 をして いるよう で 



みやこ 

しょう。 都へ お帰りなさい ませ。 何 か 得られる で ご 

ざリ ましょう。 それが 幸福 か 不幸 か は、 申し上げる こ 

と は 出来ません」 

—— で、 女 は 行って しまった。 

(浮世 は 全く 世智 辛くな つた。 何でもない 普通の 占い 

をす るのに、 運命 をお 買いなさい ませな どと、 さも 物々 

しく 呼び止めて、 度胆を抜いて 金 を 巻き上げる。 男で 

もあろう ことか 若い 女 だ。 昼で もあろう ことか 更けた 

夜 だ) 

茅 野 雄 は、 苦笑 を 笑いつ づけながら、 下 谷の 方へ 歩 

き 出した。 そっちに 屋敷が あるから である。 



ここ は 小石 川の 一画で、 大名屋敷 や 旗本 屋敷な どが、 

整然として 並んで いて、 人の 通りが 極めて 少ない。 南 

もとまち 

へ 突っ切れば 元 町と なって、 そこ を 東の 方へ 曲がって 

行けば、 お茶の水の 通りと なる。 

その 道筋 を 通りながら、 宫川茅 野 雄 は 歩いて 行く。 

女 巫女の 占った 運命の ことな ど、 今 は ほとんど 忘れて 

いた。 

(仕官し ようか、 浪人の ままで いよう か) 

この 日頃 心に こだわつ ている、 この 実際的の 問題に 

ついて、 今 は 考えて いるので あった。 

(せっかく 仕官 をした ところで、 長 崎 仕込みの 俺の 蘭 



学 を、 活用して くれなければ 仕方がない。 それよりも 

いっそ 塾で も ひらいて、 門弟 ども をと り 立てよう か) 

師匠の 青木 昆 陽が、 その 世間 的の 勢力 を もって、 茅 

野 雄 を 諸侯に 〔# 「諸侯に」 は 底本で は 「諸 候に 匕 推薦し 

ていたが、 肝心の 茅 野 雄の 心 持 は、 大して 進んで いな 

かった。 と 云って 塾 を ひらいた ところで、 はたして 生 

活が 出来る かどう か？ これが 茅 野 雄に は 不安で あつ 

た。 どっちつかずの 心 持で、 長 崎から 帰って 今日で 半 

年、 ブラ ブラ 遊んで いるので あった。 放胆で 自由で 新 

智識で、 冒険心 も ある 茅 野 雄だった ので、 そういう 今 

のよう な 境遇に あっても、 あえて 焦心り はしなかった 



が、 多少の 屈託に はなって いた。 

(青木 先生の 食客と なって 一 生 冷や飯 を 食う の もい い 

さ) などと 磊落に 思う こと もあった。 

みより 

(父母 もなければ 兄弟 もな く、 親戚 もない という こと 

が、 こんな 場合に はかえ つて 気安い) 

しかし 時には そういう ことが、 寂しみ となって 感ず 

る こと も あ つ た。 

宫川茅 野 雄 は 歩いて 行く。 

と、 青木 侯 〔# 「青木 侯」 は 底本で は 「青木 候 匕 のお 屋 

敷の、 土塀 を 左へ 曲がった 時に、 先へ 行く 二つの 人影 

うしろ 

を 見た。 一 人 は、 若い 诗で、 背後 姿で はあった けれど、 



ひん い 

何とも 言えない 品と 位が その 体に 備わつ ていた。 もう 

一人 は、 六十 を 過ごした くらいの、 頑丈ら しい 老 武士 

であった が、 これ も 品位 を 備えて いた。 

(追い抜いて は 失礼に あたる だろう) 

で、 茅 野 雄 は 後に ついて 歩いた。 

すぐに 茅 野 雄の 耳に ついた の は、 二人の 変わった 

はなし 

会話であった。 

「ああい う 品物 を 手に入れ るの は、 個人と して は 危険 

なの だよ。 どうで も あれ は 昔に 返して、 亜剌比亜の 沙 

漠の 神殿の 奥へ、 封じ込まなければ ならない の だよ」 

こう 云った の は 若い 方の 武士で、 その 云い 方に は特 



「あの 両眼が よくない の だよ。 もちろん 値打ち を 知ら 

ない 者に は、 変わった 単なる 石ッ ころと して、 無価値 

の 物に 映る であろうが、 知っている 者に は 宇宙に も 見 

えよう」 

「これ は 極東の カリフ 様の、 お 言葉の 通りに ござり ま 

す。 両眼の 価値 を 知りました 者に は、 宇宙に も あたる 

で ござりましょう。 が、 幸いに もこの 国に は、 ああい 

う 物の 偉大な 価値 を、 知って おる 者 は 少ない ようで」 

「いやいやそう でもな さそう だよ。 わし も 知っていれ 

ばお 前 も 知っている」 

「さあ その他に) J ざいましょう かしら？ I 



什 を 蒐集す る ことによって、 これ また 世人に 謳われて 

せきじゅおう 

いる 松 平 碩寿翁 その 人な のであった。 

(立派な 人物が 二人まで 揃って、 面白い 話 を 話して 行 

く。 高価な 品物と は どんな ものだろう？ 両眼と は 何 

の 両眼な のであろう？) 

茅 野 雄 は 好奇心に 心 を 躍らせて、 尚 も 二人 をつ けて 

行った。 

(それにしても 極東の カリフ 様と は、 一 体 どういう 意 

味なので あろう？) 

これが 茅 野 雄に は 疑問であった。 

ただし 長 崎に おった 頃、 茅 野 雄 は 蘭人の 口 を 通して、 



カリフと いう 言葉と 言葉の 意味と を、 一 再なら ず 耳に 

はした。 マホメット という 人物 を 宗祖と して、 近東 

亜剌比亜の 沙漠の 国へ 興った、 非常に 武断的の 宗教の、 

教主で あると いう ことであった。 

で、 これ はこれ でよ かった。 

しかし 極東の 教主と いう、 極東の 意味が 解ら なかつ 

た。 

(日本の こと を 極東と いうと、 蘭人から かって 聞いた 

こと は ある。 では 極東の 教主と いうの は、 日本に おけ 

る マホメット 教の、 教主と いうよう な 意味な ので あろ 

うか？ ではい つの 間に か 日本の 国へ も マホメット 教 



が 渡来した のであろう か？) 

そう 思うよ リ 仕方がな か つ た。 

(それにしても 一 ッ橋慶 正 卿が その カリフと は 驚く ベ 

きこと だ) 

考えながら も 宮川茅 野 雄 は、 二人の 後 をつ けて 行つ 

た。 

松 倉屋の 家庭 

宮川茅 野 雄と いう 若い 武士に、 後 をつ けられて いる 

とも 知らずに、 極東の カリフ 様と 碩寿 翁と は、 ズンズ 



「ああそう だよ、 この 屋敷へ だよ」 

「ご 三 卿 様の ご用 達、 松 倉屋の 別邸 だと 存じます が、 

何事が 起こる ので ござりましょう か？」 

「松 倉屋の 女房 を 知っている かな？」 

つきあい 

「美人で 派手 好みで 交際好き で 、 評判 の 女房に) J ざ り 

ます」 

「そうして 大分 若い はず だ」 

二 一十三 歳と か 申します ことで」 

「しかるに 松 倉屋勘 右衛門 は、 六十 一歳と かいう こと 

だ」 

「大分 違うよう で ござり ますな」 



こいでし なのの かみ さかき ばら 

小 出 信 濃 守の 邸の 前 を 通って、 榊 原 式部 少輔の 邸 

の 横 を 抜けて、 一 ッ橋 御門 を 中へ 入れば 一 ッ橋 中納言 

家のお 邸と なる。 

一 一人ながら その 方へ 行った ようで ある。 

で、 月光に 照らされながら、 松 倉屋勘 右衛門の 邸の 

前に、 首 を 傾げて 佇んで いるの は、 宫川茅 野 雄 一人と 

なった。 

(今夜 は 実際 いろいろの 人から、 色々 の 面白い 話 を 聞 

いた。 松 倉屋勘 右衛門と 女房との 話 も、 俺に とって は 

面白かった。 それと は ハツ キリと 云わなかった が、 一 

ッ橋 様のお 話の 中には、 莫大の 価値の ある 何 かの 両眼 



と、 松 倉屋勘 右衛門との 間に は、 何ら かの つながりが 

ありそう だ) 

しかし、 その 事が 宫川茅 野 雄の 持ちつ づけて 来た 好 

奇心 を、 急速に 膨張 させた のではなかった。 

そんなよ うに 思われた ばかりで あ つ た。 

(どれ 家へ 帰ろう か) 

で、 茅 野 雄 は 歩き 出した。 

しかるに 十 町と は 歩かない うちに、 茅 野 雄の 身の上 

に 不慮の 事件が 起こった。 

と、 いうの は 茅 野 雄 は 感付かなかった が、 茅 野 雄が 

巫女め いた 若い 女から、 自分の 運命 を 買った 時から I 



I いや 巫女め いた 女から 別れて、 極東の カリフ 様と 碩 

寿 翁との、 後 をつ けて 足 を 運び出した 時から、 一人の 

武士が 足音 を 盗んで、 茅 野 雄の 後 をつ けて 来たが、 こ 

一つし ろ 

の 時 俄然と 茅 野 雄の 背後から、 声 も かけずに 切り込ん 

だので ある。 

茅 野 雄 は 蘭学の 学究で あつたが、 柳 生 流で も 名手で 

あった。 で、 背後から 名の 知れない 武士に、 俄然と 切つ 

て かかられた 時に も、 身 を 翻え して、 刃 を遁れ た。 

「誰 だ！」 と、 まずもって 声を掛けた。 

だま 

r 瞞し 討ちと は 卑怯な 奴 だ ！ 怨みが あるなら 尋常 に 

宣 つて、 真っ正面から かかって 来い！ 身分 を 云え！ 



が、 抜き身 を ダラ リと 引つ 下げた 姿で、 こっち を 見な 

おお，.， こ KI さ 

がら 立って いたが、 髪は大 束の 総髪であった。 

と、 その 武士 は 落ち着き払った 態度で、 ゆるゆると 

茅 野 雄へ 近寄って 来たが、 

「宮川 茅 野 雄 殿と 仰せられ るか、 はじめてお 名前 を 

承 わって ござる。 拙者 は 醍醐 弦 四郎と 申して、 身の 

上の 儀 はまず まず 浪人、 ただし いくらか は 違います が 

な。 …… いかにも 貴殿の 仰せられる 通りに、 拙者、 貴 

殿に 怨み は ござらぬ。 と 云え 貴殿の 仰せられる ように、 

人 違 いで 切って かかった ので も) J ざらぬ。 思う と - J ろ 

あ つ て 切り付け たので ござる。 と 云う の は 貴殿の 運命 



い。 …… とにかく 今夜 はお 別れ をいた す。 ご免」 と 云 

うと 元来た 方へ、 醍醐 弦 四郎は 歩き 出した。 

茅 野 雄 は 後 を 見送った が 首 を 傾げざる を 得なかった。 

(ああい うように 云われて 見れば、 俺と いえ ども 巫女 

の 占い を、 何となく 信じて 見た くな つた。 醍醐 弦四郎 

という 武士が 出て、 俺の 好奇心へ 油 を 注いで、 火 を 焚 

きつけた という もの だ。 …… だが 「何 か」 と は 何 だろ 

う？ 要するに 今の 場合で は、 何が何だか 解らない I 

I と 云う ことにな つてい るな。 …… 山岳へ おいでな さ 

り ませ、 何 か 得られる で ござりましょうと、 こうあの 

巫女 は 占って くれたが、 日本の 国に は 山が 多い。 どこ 



の 山へ 行けと いうの だろう？ そこまで 占って くれな 

かった の だから、 山へ 行こう にも 行きよう がない) 

で、 茅 野 雄 は 歩き 出した。 

と、 松 倉屋の 邸の 中から、 荒々 しく 怒鳴る 老人の 声 

が、 門扉 を 通して 聞こえて きた。 

怒号の 意味 は？ 

「 …… 俺 はお 前 を 見損なつ たよ！ そんな 女と は 知ら 

なかった！ 我儘に も ほどが ある！ いや 贅沢に も ほ 

どが ある— 大目に見て 置けば よ い 気にな つ て、 



(なるほど、 これで はよ くない ことが、 松 倉屋の 家庭 

へ 起こる かもしれ ない) 

門外に 佇んで 勘 右衛門の 独語 を、 聞く ともなし に 

聞いた 宫川茅 野 雄 は、 こう 思わざる を 得なかった。 

尚 も 勘 右衛門 は 門の 内側で、 酔った あまりに 思慮 を 

失って、 止める 者の ない の を 幸いに して、 怒鳴り 声 を 

つづけて いるよう であった が、 茅 野 雄に は 興味が なく 

なった ので、 怒鳴り 声 を 聞きす てて 歩き 出した。 

(抜け 荷 買い をした 人間 だそう だ。 今で こそ 三 卿の ご 

用達な どと、 上品に 構えて はいる けれど、 一 つ 間違う 

と 兇暴に な つ て 何 を やり 出す かわからない というの が、 



松 倉屋勘 右衛門の 本性ら しい) 

茅 野 雄 は 歩きながら 思 つ たりした。 

うち 

(どれ 急いで 家へ 帰ろう) 

やすけ 

こうして 茅 野 雄が 自宅へ 帰って、 下男の 弥 助に 迎え 

られ て、 自分の 部屋へ 入った 時に、 一 つの 運命が 待つ 

ていた。 

飛脚が 届けた という 書面で あ つ た。 

「夕方お 飛脚が 参りまして、 この 書面 を 置いて 参リま 

した」 

これが 弥 助の 言葉であった。 

「ほほう どこから 来たので あろう？ 俺のと ころへ 書 



も 母 も 無事で ござります。 でも 性質 は 変わりました。 

敵 を 持つ ようにな りました 〔# 「なりました」 は 底本で は 

「なりした 匕。 で 只今 私達 一族 は、 苦境に あるので ござ 

ります。 どうぞ どうぞお いでく ださいまして、 私達 一 

族の 味方と なって、 私達 をお 助けく ださり ませ。 …… 

妾 は 十八 歳に なりました。 五 年 前にお 別れ をいた しま 

した 時には、 妾 は 十四 歳で ございました。 ほんと に 子 

供で ございました。 でも 今 は 娘で ござります。 …… あ 

の 頃から 妾 は あなた 様 を、 懐かしい お 方に 思って おり 

ました。 今 も 同じで ござります。 あなた 様 を 懐かしく 

思 つ ております」 



こういう 意味の ことが 書いて あった。 

(そうそう 俺に は 親戚と して、 叔父の 一 族が あつたつ 

け。 俺が 長 崎へ 行って いた 留守に、 消えた と 云っても 

いい ほどに、 行衛 知れずに なって しまったので、 思い 

出し さえ もしなかった が、 無事に この 世に いると 聞い 

て は、 ちょっとな つかしく 思われる。 —— 従妹の 浪江 

は 小さい 時から、 驚く ばかりに 美しかった が、 もっと 

美しくな つてい よう。 いかにも 二人 は 仲が よかった。 

逢って 話 をして みたい もの だ。 …… 敵 を 持って 苦境に 

あると いう？ これが いくらか 気に かかる が、 行って 

見たら 様子が 知れる ことであろう。 …… 飛驊 といえば 



随分 山国 だが、 そんな ことに は 驚かない。 よしよ し 明 

日に も 出かける ことにしよう) 

き 

—— こうして 茅 野 雄 は 行く ことに 定めた。 が、 これ 

を 一 面から 見る と、 巫女の 占った 運命の 一 つが、 適 中 

したと いう 事になる。 

では 次々 に 巫女の 占いが 適 中 しないと は 云われない _ 

茅 野 雄 は 「何 か」 を 手に入れる であろう か？ 

その 「何 か」 と は どんな ものであろう？ 

その 翌日の ことで あつたが、 松 倉屋勘 右衛門の 邸の 

中で 一 つの 事件が 起こ つていた。 



「お前 は 旦那 様に 憎まれて いるね え」 

「はい 奥様、 そんな 様子で、 私 は 心配で なり ませぬ」 

ひいき 

「妾が お前 を 貝頭 属に する からだよ」 

「はい 奥様、 さようで ございます とも」 

「旦那 様 はお 前を嫉 船て いるの だよ」 

「どうやら そのよう なご 様子に 見えます」 

さ ：：> ょラ 

「お前の 縹緻 がよ いから だよ」 

「奥様 ありがとう 存じます」 

「妾が お前 を 貝頭属 にす るの も、 お前の 縹緻 がよ いから 

だよ」 

「奥様、 お礼 を 申し上げます」 



膨らんで いて、 つい 手 を 触れた くな りそうで ある。 女 

えりあし はぎ 

の 肉体 は 肩と 頸 足と、 腰と 脛との 形に よって、 艷 つぼ 

くもなれば 野暮った くもなる。 お 菊の 肩 は 低く 垂れて 

いて、 腕が 今にも 脱け そうであった。 頸 足の 白 さと 長 

さと は 雌蕊 を 思わせる ものが ある。 胴から 腰への 蜒り 

具合と 来て は、 ねば つ こくて なだらかで S 字形 をして 

いて、 爬虫類な どの 蜒り 具合 を、 ともす ると 想わせる 

ものが あった、 で、 どのような 真面目な 男で も、 その 

腰の 形 を 見せつ けられたならば、 溜息 を 吐かざる を 得 

なくなる だろう。 

はたして キ チンと 膝 を 揃えて、 敷き 物 も 敷かずに か 



のく ぼ を 撫でた。 汗が 流れて いたから である。 

しかし 京 助 は 幸福な のであった。 

(何てお 美しい 奥様な のだろう。 私 は 何よりも 美しい 

ものが 好きだ。 お 本店へ 務めて 荷作り をしたり、 物 を 

持って お 顧客 様へ お使い をしたり、 番頭さん に 睨まれ 

たり、 丁稚に 綽名 を 付けられたり、 お 三 どんに 意地悪 

このみ 

く あたられる こと は、 どうに も 私の 嗜好に 合わない。 

お 美しい 奥様のお 傍に 仕えて、 何くれとなくお 世話 を 

して、 「京 助 や、 この 衣裳 はどう？」 「よくお 似合いで 

ござります」 「京 助 や、 この 櫛 はどう？」 「まことにお 

立派で ござります」 「京 助 や、 今日の 髪 はどう？」 「お 



綺麗な お 髪に ござります」 「京 助 や、 下駄 をお 出し」 「は 

い、 揃えまして ござります」 「京 助 や、 供 をして おいで」 

「お供いた すで ござりましょう」 などと 何 くれと 

なくお 世話 をす るの が、 私に は 大変 好 もしい。 お蔭で 

指 は 細 くもなり、 滑らかに もな り 白 くもなった。 節 

立った 指な どと いう もの はどうに も 私の 嗜好に 合わな 

い) 

その 京 助と いう 若い 手代 は、 どういう 性質の 男な の 

であろう？ 

決して 悪人で ない ばかり か、 正直で 忠実で 働き 好き 

で、 そうして 綺麗 好きの 若者であった。 ただ 小心 だと 



を 引っ張り 寄せて、 愛人と しての 位置 を摑ん だかの よ 

うに、 京 助に 感じられた ことであった。 

かんげん 

(あの 杉次郎 という 若侍 は、 どうやら 奥様 を 甘言で ま 

るめ て、 お金 や 物品 を 持ち出す らしい) 

これが 京 助に は 面白くなかった。 

ごろつき ふ う 

(それに 奥様のお 兄 様 だと かいう 破落戸の ような 風儀 

の 悪い、 弁 太と かいう 男が 出入り をして は、 ずっと 以 

前から、 奥様の 手から、 いろいろの 無心 をした よう だ 

が、 この頃で は 一 層に 烈しくな つたよう だ) 

これ も 京 助に は 面白くな か つ た。 

(どのように 奥様に お金が あっても、 ご 自分に は 財産 



はない はず だ。 旦那 様からの お 手当で お暮らし なすつ 

て おられる はず だ。 その 旦那 様 だが この頃に な つ て、 

奥様の ふしだらに 感付かれ たもの か、 昔よりも お 手当 

を 減らした らしい。 …… で、 奥様 は ご 不如意ら しい) 

これ も 京 助に は 心配であった。 

京 助 は 部屋 を 見廻して 見た。 

床の間に 香炉が 置いて あつたが、 いつもの 香炉と は 

違うよう であった。 安物の ように 思われる。 掛けて あ 

る 掛け物 も 違うよう であつ た。 安物の ように 思われる _ 

桃山時代の 名手に よって、 描かれた とかいう 六 枚 折り 

の屛 風が、 いつも は 部屋に 立てられて あつたが、 今 は 



姿が 見られなかった。 異国 製 だと かいう ビ— ドロ 細工 

の、 旦那の 自慢の 燈籠 があって、 庭 裏に 向いた 高い 鴨 

居から、 いつも キラ ビヤ 力に 下って いたが、 今 は それ 

さえ 見られなかった。 

(そう 云えば 奥様の 髪飾りな ども、 金目の 物から 一 つ 

一 つ、 いつの 間に か 行衛が 知れ なくなった) 

部屋の 中 を ジロジ 口 見廻して いた 京 助の 優しい 心配 

らしい 眼が、 自分の 膝の 上へ 落ちた 時に、 また 京 助 は 

溜息 を拽 らした。 

(一体 奥様と いう 人 は、 奥様ら しくない お 方 だ。 お 

妾さん のよう なと ころが ある。 でも それ は 奥様が お 



思われて、 何とか 苦情 を 仰 言ら れ るだろう。 …… でも 

奥様なら 大丈夫 かもしれ ない。 あのお 美しい お 顔で 

笑って、 あのお 上手な 口前で 喋 舌って、 丸めて おしま 

いなさる だろう) 

こう 思う と 京 助 は 嬉しくな つ た。 

(奥様 はお 偉い 奥様 はお 偉い。 それに 旦那 様 は、 疑が 

いながら も、 奥様のお 美し さに は 参って おられる) 

のどか 

で、 京 助 は 安心 をして、 今度 は 部屋の 中 を 長閑そう 

に 見た。 

と、 その 京 助の 眼の 前の 襖が、 向こう側の 方から あ 

けられて、 さっき 隣り の 部屋へ 入って 行った お 菊が、 



ない。 大切に 持って 帰って おいで。 …… 妾の 云い 付け 

あし. i こ 

を 聞かな かろう ものなら、 お前 は 明日から お払い 箱 だ 

よ」 

—— お 前 は 明日から お払い 箱 だ よ —— - J の 言葉 ほ ど 

京 助に とって、 恐ろしい 言葉 はない のであった。 

で、 あわただしく 部屋 を 出た。 

が、 すぐに 邪魔が はいった。 

門 口を出て 庭へ 出て、 門から 往来へ 駆け出 そうとし 

たば くさむら そば 

て、 束になって 咲いて いる 木 芙蓉の 花の 叢 の 側まで 

走って 来た 時に、 

「京 助！」 と 呼ぶ 声が 近くで 聞こえて、 



りません。 大変お 大事の 品物の ようで。 …… で、 たと 

え 旦那 様で も、 奥様のお 許しの 出ない うち は、 お 眼に 

かける こと は 出来ません」 

奥様の 忠実な お 小姓と して、 自ら 任じて いる 京 助と 

して は、 こう 云うよ り 他はなかった ようであった。 

そうして 京 助の 直感 力から すれば、 どうやら 持つ て 

いる この 包 物 は、 奥様に とって は 秘密な 品で、 旦那 様 

のお 眼に かける こと を、 欲して いない ものの ように 思 

(とにかく 急いで 出かけなければ いけない) 

で、 京 助 は 駆け出そう とした。 



取られて たまる かと いうよう に、 京 助 は、 包 物 を 益々 

しっかりと、 両手で、 胸へ 抱きしめ たが、 

「泥棒！ 泥棒！」 と 声 を 上げた。 

胆を 潰した の は 勘 右衛門であって、 呆れた ように 眼 

を 見張った が、 すぐに 激怒に 駆り立てられ たらしい。 

「泥棒 だと^ 馬鹿者め！ 何 を ほざく か！ 奥の 品 

物 を 見ようと する の だ！ 奥の 品物なら 俺の 物！ 

取って 見た とて 何が 泥棒 だ— はは あいよい ょ怪 

しい わい！ そうまで して 俺に 見せまい とする！ そ 

うだて つきり あの 品物 だ！ これよ こせ！ これ 見せ 

ろ— 昨夜 も 昨夜 だ、 深夜に 帰って来て、 俺の 言 



「妹に 話が) J ざい ましてね、 参上した の で > J ざ い ます 

よ。 …… 旦那、 や リロが あくどい ようで。 妹に だって 

用事 はありましょう よ。 その、 私用と いう 奴が ね。 … 

…何の 包 物 だか 存じません が、 何 か 妹に 思わくが あつ 

て、 どこかへ やろうと しています ようで。 へい、 

来 かかって 小耳へ 挿んだ ので。 …… いくら 旦那で も そ 

んな ことへまで、 干渉な すつ ちゃ ァ いけませんな。 … 

…おい、 京 助さん、 早くお 行き！ ハツ、 ハツ、 ハツ、 

行って しまった か」 

小気味よ さそう に 声 を 上げて 笑った。 

勘 右衛門が 怒った の は 当然と 云えよう。 さも 憎さげ 



を 足早に、 先へ 先へ と 走って いた。 

京 助 は 往来 を 走って いる。 

(弁 太と いう 男 は 大嫌い だが、 今日はに わかに 好きに 

なった。 俺 を 助けて くれたの だからな。 あの 男が 加勢 

して くれな かろう ものなら、 奥様からの 預かり物 を、 

すんで に 旦那に 取られる ところだった。 よかった よ 

かった 本当によ かった。 …… それにしても 一体 包 物の 

中には、 何が 入って いるの だろう。 奥様 は 奥様で あん 

なにも 真剣に、 「途中で 誰が 何と 云おうと、 よしんば 誰 

が 止めようと、 決して これ を 渡したり 引つ 返して 来て 

はいけ ない」 と 云われた。 先方へ 渡せと 仰せられた。 



旦那 は 旦那で 怖い顔 をして、 是非に よこせと 云って 取 

ろうとした。 大切な 物に は 相違ない。 何だか 中身が 見 

たくな つた。 ちょっと 包 物 を ひらいて 見よう か) 

(いや！) とすぐ に 思い返した。 

(それ こそ 不忠実と いう もの だ。 何で あろうと 彼で あ 

ろうと、 俺に 関係 はない はず だ。 俺の 役目 は 一 つ だけ 

だ。 書面に 書かれて ある 宛名の 人へ、 包 物 を 直接に 手 

渡して、 返事と 一緒に 下さる 物 を、 奥様へ 持って 帰れ 

ばいい の だ。 …… ぉッ、 何 だ、 おかしく もない！ ま 

だ 届け先 を 見なかった つけ) 

ふところ 

京 助 は 懐中へ 手 を 差し込んで、 仕舞って 置いた 書面 



を 引き出した。 

根 津仏町 勘 解 由 店、 刑 部 殿 参る —— 

こう 宛名が 記されて ある。 

「なるほど」 と 京 助 は 声 を 洩らした が、 

(はは あそう か、 根津 なのか。 よしよ し 根津へ 行って 

やろう。 …… ところで ここ は どこな のか しら？) 

で、 四辺 を 見廻して 見た。 

ろうそく 

(おやおや ここ は蠟燭 町ら しい) 

夢中で 小 走って 来たが ために、 神 田の 区域の 蠟燭町 

という、 根津と はまる つきり 反対の 方へ、 京 助 は 来た 

ことに 感付いた。 



(いけない いけない 引つ 返して やろう) 

で、 きびす をク ルリと 返す と、 根津の 方へ 歩き 出し 

た。 

永い 夏の 日 も 暮れ かけて いて、 夕日が 町の 片側の、 

駄 菓子屋 だの 荒物屋 だの 八百屋 だのの、 店先 を カツと 

まち どおり 

明るめて いた。 妙に ひっそり とした 往来であって、 

歩いて いる 人影 もま ばらで ある。 赤 児の 泣き声が 聞 こ 

えてき たり、 犬の 吠え声が 聞こえて きたりし たが、 そ 

れ さえ 貧しげ な 町の 通り を、 寂しく する に 役立つ だけ 

であった。 

(ここから 拫津へ 行こうと する に は、 どう 道順 を 取つ 



き じ 

たらよ かろう？ 雉子 町へ 出て、 駿河 台へ 出て、 

橋 を 渡って 松 住 町へ 出て、 神 田 神社から 湯 島 神社へ 抜 

けて、 それから 上野の 裾 を 巡って、 根 律へ 行く のがよ 

さそう だ。 どれ) 

と、 云う ので 足 を 早めた。 

しかし 半 町と は 歩かない 中に、 京 助 は 仰天して 足 を 

止めた。 

あか あぶらあせ 

怒気に 充 ちた 顔 を 夕日に 赭ら め、 膏汗 の 額 を テラ 

テラ 光らせ、 見得 も 外聞 もない というよ うに、 衣裳の 

胸 や 裾 を 崩して、 こちらへ 走って 来る 勘 右衛門の 姿が、 

忽然と 眼の 前 へ 現われた からで あつ た。 



—— で、 無二無三に 引った くろうと する。 

「私 こそお 願いいた します、 どうぞ 〔# 「どうぞ」 は 底 

本で は 「そう ぞ匕 旦那 様お 許しな すって！ 包 物 はお 

渡しいた しません。 奥様のお 云い 付けで ございます も 

の。 …… 持って 参らなければ なりません！ はい、 奥 

様のお 云い 付けの 所へ！」 

京 助 は 京 助で こう 喚きながら、 胸に 抱いて いる 包 物 

を、 どうと もして 取られまい 取られまい として、 勘 右 

衛 門と 捻じ 合い ひしめき 合う ので あ つ た。 

京 助と して は 当然と 云えよう。 

こんなよ うに 京 助に は 思った ので あるから。 



(こう も 旦那が 執念深く、 奪い返そうと している から 

に は、 小さい けれど 包 物の 中には、 素晴らしく 大切な 

値打ちの ある 物が、 入って いるに 相違ない。 そうして 

それ は 奥様に とって は、 一大事な 物に 相違ない。 

ひょっと かする と 秘密の 物 かもしれ ない。 もしも 旦那 

に 取り返されよう ものなら、 奥様 は 絶望 をして 病気に 

なって、 京 助 や 京 助 やと ご機嫌よ く、 私 を 呼んで くだ 

さらない かもしれ ない。 で、 どのように 頑張っても、 

旦那に 包 物 は 渡されない) 

—— で、 喚き を 上げながら、 勘 右衛門と 捻じ 合い ひ 

しめき 合う ので あ つ た。 



「放火、 殺人、 誘拐、 詐欺 II と 云った ような 荒つ 

ぼい こと を、 日常茶飯事と いたして いる、 極めて 善良 

な 正直者た ちで」 

「なるほど」 と老 武士 は 苦笑い をした が、 

うしろ 

「愚老 の 背後 楣は 少しく 違う。 大名 衆 や 旗本 衆で」 

「大名 衆 や 旗本 衆？」 

中年の 武士 は迂 散く さそう に、 老年の 武士の 顔 を 見 

たが、 

「失礼ながら ご 老人に は、 いかよう なご 身分で ありま 

すかな？」 

い ん ぎん 

少し 慇憝 にこの ように 訊ねた。 



けよ、 邪道に 導くな かれ』 また 曰く 『告白せ よ、 神 は 

唯 一 なり、 信ぜよ、 神 は 産れ ず、 産ず、 神と 比較す ベ 

きもの 何ら ある ことなし』 と。 吉利支 丹に は 非ず _ 

あまた 

有司 放任す。 信者 数多 あり、 いずれも 謙遜」 云々。 

古い 文献に 記して ある。 

で、 その 信者 達が 住んで いたので、 勘 解 由 店と 云つ 

たので ある。 数十 軒 かたまって いたらし い。 

その 一軒に 刑 部と いう 男が、 やはり 信者と して 住ん 

でいた が、 力 アバ 勘 解 由と 親交が ぁリ、 最も 信任され 

ていた。 が、 刑 部に は 商売が あって、 単なる 信者で は 

なかった そうで ある。 商売と いうの は 古物商で、 特に 



ろいだ ような 格好に、 卓から 一 二 歩 後ろへ 離れた。 

しばらくの 間 は 無言で ある。 

ナンキン ずし 

で、 部屋の 中 は 静かであって、 南京 龕から 射して 来 

ガラス 

る 光に、 蒐集 棚の 硝子が 光り、 蒐集 箱の 硝子が 光り、 

額の 金縁が 光って 見えた。 部屋の 片隅に 等身 ほど も あ 

ぼんて し 

る、 梵天め いた 胴の 立像が あつたが、 その 眼へ 嵌めら 

れて ある 二つの 宝玉が、 焰 のよう な 深紅に 輝いて いた。 

紅玉な どであろう かもしれ ない。 

(相手が 松 平の 大 隠居と あって は、 俺に 勝ち目が ある 

はずがない。 のみならず 俺の 探して いる 物 を、 碩寿翁 

も 探して いると いう、 困った 敵が 現われた もの だ) 



碩寿 翁と 眼と 眼と を 見合わせながら、 弦 四郎は 思わ 

ざる を 得なかった。 

(さて これから どうした もの だ) 

(何とか バッを 合わせて 置いて、 器用に この 部屋 を 退 

散しょう。 それに さ 俺 は 何 をお いても、 伊十郎め に 逢 

わなければ ならない) 

そこで 弦四郎 はお 辞儀 をした。 

「これ は 恐縮に 存じます。 いや、 お 言葉に は ございま 

すが、 何の 私め がご 前 様と 同じに、 亜剌比亜から 渡つ 

た 何 かな ど を、 探しな どいた してお りましょう ぞ。 先 

刻 申し上げました 話な ども、 ほんの 出鳕 目な の で w J ざ 



実は 一 層に 珍ら しく も、 有難く も 想われる ので ござり 

ます。 で、 なにとぞ これ を ご 縁に、 今後 はお 引き立て 

にあず かりたく …… ええ 私め の 素性と 申せば …… ハツ 

ハツ ハツ とんでもない 儀で、 浪人 者の 私な どに、 何の 

素性な ど ござります もの か。 …… よし また 素性が あり 

ましたと ころで、 お 耳に 入れて 徳も なく、 聞かれる あ 

なた 様に おかれましても、 面白く もお かしく も ござり 

ますまい。 そこで …… 」 と 云って 来たが 醍醐 弦四郎 は、 

とんま 

自分が 頓馬に 思われて 来た。 

(まるで 辻 棲が 合わない じゃァ ないか。 鼻の 頭へ 汗 を 

搔 いて、 庵 は 一体 问を 云って るの だ) 



貌な ども 美しい と 見えて、 月光に さらされた 横顔の 形 

は、 鼻が 高くて 額が 秀でて、 頤が珠 のように 円味が かつ 

ていた。 

「待て！」 と、 弦 四郎は 声をかけ たが、 すぐに スッと 

走リ 寄リ、 巫女の 片 袖へ 手 を かけた。 

「千賀 子 殿で ござろう、 相違 ござるまい！」 

だが その 巫女 は 返辞 もしないで、 取られた 片 袖を柔 

かに 外し、 同じ、 u るよう な 歩き 方で、 根津の 方角へ 足 

を 運んだ。 

一種い われぬ 威厳が あって、 遮ろう にも 遮る ことが 

出来ない。 



で、 弦 四郎は 立った ままで いたが、 千賀 子の 姿が 見 

えなく なるや 嘲る ような 声 を もらした。 

「碩寿 翁に は 先手を打 たれ、 千賀 子に は 謎 語 を 浴びせ 

かけられて しまった。 今夜 は、 俺に はめで たくない 晚 

だ。 二度 ある こと は 三度 あると いうが、 もう 一度、 今 

夜中に 嚇 される かもしれ ない」 

(それにしても どういう 意味な のであろう？ あの方 

は ご 出立なさい ました、 あなた も ご 出立なさい ませと 

は？) 

しかし 間もなく 謎 語の意味が、 醍醐 弦 四 郎には 解け 

て 来た。 



「伊十郎め に 早く 逢おう」 

こうして 足 を 早ませ て、 両国の 橋 詰めまで 行った 時 

に、 向こうから 一 人の 若い 武士が、 息をせき 切って 走つ 

て 来たが、 

「おお これ は 醍醐 殿で」 

「伊十郎 氏 か、 何 か 起こった か？」 

「宫川 茅 野 雄が 旅に 立ちました」 

(はは あこの 事 を 云った の だな、 あの 千賀 子と いう 女 

巫女 は) 

「おおさよ うか、 で、 何処へ？」 

「まずお 聞きな さり ませ」 



「は、 ご 出立？ で どちらへ？」 

「云う まで もない、 丹 生 川 平へ よ」 

「茅 野 雄の 後 を 追い ましてな」 

「素晴らしい 何 か を 求めて だよ」 

「で、 我々 一 党の 者 は？」 

「出立々々、 同時に 出立！」 

「かしこま りまして ございます」 

I で、 二人 は 引つ 返した が、 この頃 松 平碩寿 翁に 

おいて は、 刑 部屋 敷の 露路の 口で、 一人の 若者と 話し 

ていた。 



兇悪の 碩寿翁 

(醍醐 弦 四郎と 云った あの 男 も、 俺と 同じ 物 を 探して 

いるら しい。 油断の ならない 人物ら しかった が、 とん 

でもない 競争者が 出て 来た もの だ) 

碩寿翁 はこん な こと を 思いながら、 弦 四郎の 立ち 

去った その後に おいても、 蒐集 部屋の 中 を あちら こち 

らと、 珍奇の 器具 類 を 調べながら、 しばらくの 間 はさ 

まよ つ ていた。 

(今日は これ ぐら いで 帰る としょう) 

で、 碩寿翁 は 蒐集 部屋 を 出た が、 出た ところに 露路 



があって、 それ を ゥネゥ ネと幾 廻 りかして、 往来へ 出 

なければ ならなかった。 

こうして 碩寿翁 は露路 口まで 来た。 と、 その 時 一人 

の 男が、 誰かに 追われて でもい るかの ように、 息 を 切 

らして 走つ て 来たが、 そこまで 来る と 足 を 止めて、 キヨ 

あた J 

口 キヨ 口 四辺 を 見廻し 出した。 

「もし」 と、 碩寿翁 を 眼に 入れた ので、 その 若者 は 声 

を かけた。 

「ちょっとお 訊ねいた します が、 刑 部屋 敷と 申します 

屋敷 は、 どこら 辺りで ござりましょう か？」 

「刑 部屋 敷か、 刑 部屋 敷 はこ こだ。 たった今 私の 出て 



い。 一緒に 書面 もお 渡しし な。 そうして ご 返辞 をいた 

だいて 参れ。 下さる ものが あるだろう、 それ を もいた 

だいて 参る がよ い。 …… これが 品物に ございます。 こ 

れ がお 手紙に ござります。 …… 品物の 中身 は 存じ ませ 

ぬが、 どうやら 高価の 品物ら しく、 それが 証拠に は 勘 

右衛門 様が —— はい 松 倉屋の ご主人 様な ので、 II 品 

物 を 取り返そう 取り返そう として、 いやはや いやはや 

とても しっこく、 追つ かけて 来まして ございます。 で、 

私 は 一散に 逃げて、 やっと ここまで 参りました。 ほッ、 

この 汗！ この 汗 はどう だ！ 汗をかきまして ござり 

ます。 ほッ、 この 動悸！ この 動悸 はどう だ！ ひど 



た。 

(松 倉屋の 女房の 高価な 品物？ 勘 右衛門が 取り返 そ 

うと 追って 来た 品物？ 刑 部屋 敷の 主人へ 渡して、 返 

辞と 何 か を 下さる だろう から、 それ をいた だいて 参れ 

という 品物。 …… 松 倉 屋は昔 は 抜け 荷 買いだ、 異国の 

珍 器な ども 持って いよう。 刑 部屋 敷の 主人と いえば、 

そうい う 品物 を 売買す る 奴 だ …… 松 倉屋の 女房 は 贅沢 

三昧で、 むやみと 金を使う という。 …… うむ、 解った！ 

それに 違いない！) 

碩寿翁 に は 咄嗟に 真相が 解った。 

俄然 碩寿 翁の 眼の 光が、 貴人な どに は ある まじい ほ 



桃源郷が 現じ 出して くる。 …… 誰も 彼 も 桃源郷 を 求め 

ていながら、 誰も 彼 もが 桃源郷 を 断って いる」 

すると その 声に 答える ようにして、 あどけない 娘の 

声が した。 

「小 父 様 ほんとうで ございま すわね。 …… でも 小 父 様 

はどうい うお 方です の？」 

r 私 かね」 と 男の 笑声が 云った。 

「旅人な の だよ、 この 人の 世の。 …… お 伽噺の 語り手 

なの だよ。 伝道者と 云っても よい かも 知れない」 

一 妾 ちっとも 恐くない わ。 知らないお 方で は ござい 

さ つ き 

ますけ ど。 …… フラリ と 先刻い らしった 時から、 ちつ 



と、 戸 を あける 声が した。 

松 平 碩寿翁 は 見付けられなければ なるまい。 

いやいや 碩寿翁 はこの 時には、 既に 露地から 走り出 

していた。 すなわち 窓から 娘の 顔が、 引っ込む と 同時 

に 身 を 躍らせて、 露路 から 外へ 飛び出した のであった。 

颯と 一 揮 

(あのお 方が あんな 所に おられようと は。 …… 俺 はと 

うとう 感付かれて しま つ た— 俺に 恐ろし い の は 

あのお 方ば かりだ。 …… 俺 は 邸へ は 帰られない。 俺 は 



体 を 隠さなければ ならない。 …… あのお 方が あんな 所 

に おられようと は。 いやいや これ は 当然 かも 知れない。 

…… あのお 方 は ああい うお 方な の だから。 …… 不正な 

所へ も 現われる し、 正しい 所へ も 現われる。 貧しい 所 

へ も 現われれば、 富んだ ところへ も 現われる。 そうし 

て 「状態」 を ひっくり返す) 

露路 口で 立ち止まった 碩寿翁 は、 こう 考えて 戦慄し 

たが、 そういう 恐怖よりも さらに 一 層の、 好奇心が 胸 

へ 湧き上った。 で、 手に 持って いた 包み物の、 包み を 

まきえ ふた 

グル ダルと 解き ほぐし、 現われた 蒔絵の 箱の 蓋 を、 月 

に 向かって パッと 取った。 と 一道の 鯖 色の 光が、 月の 



汝 もこい つ を 探して いる 一 人 か— では 許され 

ぬ！ 助け はしない— くたばれ！」 と、 毒々 し 

く 食らわせ たが、 一躍す ると 颯と 切った。 

辛くも ひつ 外した 巫女の 千賀子 は、 御幣 を 尚 も 頭上 

で 振った が、 

「なんの 汝に！ 切られて なろう か！ なんの 汝 に！ 

取られて なろう か— 返せ 返せ、 我が家の 物 だ！ 

开立ロ nfe 开立 nnfe 开立ロ ns—，」 

すると その 声が 聞こえた のであろう、 露路の 奥から 

応ずる 声が した。 

「おお 千 賀子殿 か、 何事で ござる！」 



つづいて 走って 来る 足の 音が したが、 刑 部 老人が 来 

ほっす 

るので もあろう。 道 服め いた 衣裳 を 着て、 払 子 を 持つ 

た け おきな 

た 身長の 高い 翁 の、 古物商の 刑 部が 露路を 走って、 露 

路の 口まで 出て 来た 時には、 しかし 松 平 碩寿翁 は、 そ 

の辺りに はいなかった。 月の 光 を 青々 と 刎ねて、 数 間 

の 先 を 走って いた。 

「あ ッ、 あり や ァ碩寿 翁 様 だ— え、 あの方が あ 

れを 持って 9 ふうむ、 さよう か、 それ は それ は 

いや それなら 大事ない！ 私に 取り返す 策が ある。 … 

…が、 待てよ、 こいつ はいけ ない— 大変 だ 大変 

だかえ つて 大変 だ！」 



いのち 

になった 際に はいつ も 貴殿の 生命 を 巡って、 拙者の 

刃の あると いう こと を、 覚悟 をな されて おいでな さ 

るが よろしい」 と、 このように 云った 言葉であった。 

(それで は 醍醐 弦四郎 という 男 は、 俺と 敵対 をす るた 

めに、 このように 飛驛の 山中まで 後 をつ けて 来て 矢文 

を 射て、 俺 を 脅迫して いるの か) 

茅 野 雄 は 何となく 肌寒くな つ た。 

(どうして 俺が 江戸 を 立って、 飛驛の 山中へ 入り込ん 

だ こと を、 あの 男 は 探り 知った のであろう？) 

これが 茅 野 雄に は 不思議であった。 

(しかし 俺 は 巫女の 占い を 奉じて、 飛驛の 山中へ 来た 



ので はない。 叔父の 一族に 逢おうと して、 飛驛の 山中 

へ 入り込ん だの だ) 

とはいえ 結果から 云う 時には、 

「山岳へ おいでな さり ませ、 何 か 得られる で ござ いま 

しょう」 と、 そう 云った 巫女の 言葉の、 占い 通りに は 

なって いた。 

(しかし 俺に 巫女が 占って くれた 「何 か」 が はたして 

何で あるか、 それさえ 知って はいない の だ) 

—— で、 醍醐 弦四郎 などに、 敵対 行動 を 取られる と 

いう、 そういう 理由 はない ものと、 そう 思わざる を 得 

なかった。 



(そうは 思う ものの 醍醐 弦四郎 に、 現在 このように 矢 

文 を 付けられ、 あからさまなる 敵対 行動 を、 約束され 

た 上から は、 用心し なければ ならないだろう) 

で、 茅 野 雄 は 四方 を 見た。 

六月の 山中の 美し さは、 緑 葉と 花木と に 装われて、 

類い 少なく 見事であった。 推の 花が 咲いて いる。 石斛 

の 花が 咲いて いる。 槐 の 花が 咲いて いる。 そうして 

ほ お たか 

厚朴の 花が 咲いて いる。 鹿が 断崖の 頂き を 駆け、 鷹が 

松林で 啼 いている。 鵑が 木の 枝で 叫んで いるかと 思う 

と、 鶫が 藪で さえずつ ている。 

四方八方 険 山であって、 一所に 滝が 落ちて いた。 そ 



の 滝の まわり を 廻りながら、 啼 いている の は 何の 鳥で 

あろう？ 数十 羽 群れた 岩燕であった。 

高山の 城下まで つづいて いる はずの、 峠路 とも 云え 

ない 細い 道 は、 足の 爪先から やまがた をな して、 曲が 

りくね つて 延びて いた。 昼の 日が あたって いるからで 

あろう。 道の 小石 ゃ大 石が、 キラ キラと 所々 白く 光つ 

た。 

しかし、 弦 四郎と 思われる ような、 人の 姿 は 見えな 

かった。 

(不思議 だな、 どうしたので あろう？) 

宮川茅 野 雄 は 首 を 捻った が、 ややあって 苦い 笑い を 



もらした。 

(何も 近くに いるの なら、 矢文 を 射てよ こす はず はな 

い。 遠くに 隠れて いるの だろう。 そこから 矢文 を 射て 

よこした の だ。 そうして そこから 窺って いるの だ) 

それにしても 戦国の 時代で はなし、 矢文 を 射って よ 

こすと は、 すこし 古風に 過ぎる よう だ。 こう 思つ 

て 茅 野 雄 はお かしかった。 

(弓矢で 人を嚇 すなん て、 今時なら 山賊の やる こと だ 

がな あ) 

考えて いたと ころで 仕方がない。 用心し いしい 進ん 

で 行く ことにした。 



で、 茅 野 雄 は 歩き 出した。 

すげ 

裾 ベリ 野 袴に 菅の 笠、 柄 袋 を かけた 細身の 大小、 あ 

られ 小紋の 手 甲に 脚絆、 —— 旅装い は 尋常であった。 

峠の 路は 歩きに くい、 野 茨が 野 袴の 裾 を 引いたり、 

崖から 落ちて 来る 泉の 水が、 峠の 道に 溢れ出て、 膝に 

浸く までに 溜つ ていたり した。 

高山の 城下へ 着く までに は、 まだまだ 十 里 は ある だ 

ろう。 それまでに 人家が なかろう ものなら、 野宿 をし 

なければ ならないだろう。 

( 急が なければ ならない、 急がなければ ならない) 

で、 茅 野 雄 は 足 を 早めた。 



こうして 一 一里 あまり も 来ただろう か、 峠の 道が 丁寧 

にも 三つに 別れた 地点まで 来た。 

(さあ、 どの 道 を 行った ものであろう か、 ちょっと こ 

れは 困った ことにな つた ぞ) 

で、 茅 野 雄 は 足 を 止めた。 

不思議な 老樵夫 

一本の 道 は 少しく 広く、 他の 二 本の 道 は 狭かった。 

(城下へ 通う 道な の だから、 相当に 広い 道で なければ 

ならない —— この 広い 道が そうなんだろう。 高山へ 



通って いる 道なん だろう) 

こう 茅 野 雄 は 考えて、 その 広い 道へ 足 を 入れた。 

と、 その 時 一 人の 老人が、 狭い 方の 道の 一 本から、 

ノッソ リと姿 を 現わした。 かるさん を 穿いて 筒袖 を 着 

そ ま 

て、 樵 夫と 見えて 背中に 薪 木 をし よって、 黒木の 杖 を 

ついていた。 

おやじ 

「ああ これ 爺 ちょっと 訊きたい」 

茅 野 雄 は それと 見て とって、 確かめて 見ようと 思つ 

たのだろう。 後戻り をして 声をかけた。 

「高山のお 城下へ 参る に は、 この 道 を 参って よろし か 

ろうかな？」 



道と すれば、 この 道 以外に はなさ そうだが」 

すると 老樵夫 はまた 笑った が、 意味 ありそうに 次の 

ように 云った。 

「尊い お 文に ございます。 天国への 道 は 細く 嶮 しく、 

地獄への 道 は 広う ござる とな。 —— それ、 この 一番 狭 

い 道が、 あなた 様の 道で ございま すよ」 

(何だか 風変わり のこと を 云う 爺 だ。 まるでお 説教で 

もして いるよう だ) 

茅 野 雄 は 笑止に 思い はした が、 

「ほほう さよう か、 この 細い 道 か。 この 道 を 真直ぐ に 

迪 つて 行けば、 高山のお 城下へ 出られる の だな」 



また 道 を 横切って、 どこへ ともなく 行って しまった。 

風の 音が サ ラサ ラと草 を 渡り、 日が まじま じと 照つ 

あた リ あた リ あた リ 

ていて、 四辺 〔# 「四辺」 は 底本で は 「四辺り 匕 は ひつ そ 

りと 物寂しい。 

と、 高い 笑い声が した。 

老樵 夫が 上げた 笑い声であった。 

「ああい う 悪い お 侍さん は あっちの 郷 へやった 方が い 

い。 あっちの 郷は 乱される だろう な あ」 

(どうも 恐ろしく 歩きに くい 道 だ。 天国へ 行く 道 は 狭 

さ つ き 

くて 嶮 しいと、 先刻の 老樵 夫が お 談義 をして くれたが、 



高山のお 城下へ 行く 道が、 こんなに 歩きに くいと は 思 

わなかった) 

もう 夕 暮が逼 つて 来て いた。 草に は 重く 露が 下りて、 

脚絆 を 通して 脚 を 濡らし、 道の 左右に 繁り 合って いる、 

巨大な 年老いた 木々 の 間から、 夕日が 砂金の ように 

時々 こぼれた。 道 は 思い切った 爪先 上りで、 胸 を 突き 

そうな 所 さえあった。 大 岩が 行く手に ころが つていて、 

それ を 巡って 向こうへ 出た ところ、 大 沼が 湛 えて あつ 

たリ もした。 

老樵 夫に 逢った 地点から、 少なくも 二 里 は 歩いた は 

ず だが、 一 つの 人家に も 逢わなかった。 



(変 だな) と 茅 野 雄 は 思案した。 

(道が 異 つたので は あるまい かな？ お 城下へ 通じて 

いる 道で ある 以上 は、 本街道と 云わなければ ならない。 

本街道なら 本街道ら しく、 たとえ まれ まれで あろうと 

も、 人家が 立って いなければ ならない) 

ところが 人家 は 一 軒 もない。 

(おかしい な、 おかしい) 

しかし 老樵 夫が ああ 教えた 以上 は、 やはり 高山のお 

城下へ 通う、 本街道で ある ものと 認めて、 迪 つて 行く 

べきが 至当の ようであった。 

で、 茅 野 雄 は 歩いて 行った。 



人間の 不安 や 心配な どに、 なんの 「時」 が 関わろう 

としょう。 間もなく 夜と なり 夜が 更けた。 星の 姿 さえ 

見えない ほどに 樹木が 厚く 繁っ ている。 で、 四辺が 真 

の 闇と なり 歩こう にも、 歩く ことが 出来 なくなった。 

(いよいよ 野宿と いう ことにな つた。 どうも 仕方がな 

い 野宿 をしょう) 

狼の 襲来と いうよう な こと も、 弦 四郎の 襲来と いう 

ような こと も、 もちろん 心に はかかった けれども、 そ 

れ よりも 山道 を 歩いて 行って、 断崖な ど を 踏み そこ 

なって、 深い 鄰 などへ ころがり 落ちて、 死んで しまう 

かもしれ ない という、 そういう 不安の 方が 茅 野 雄に 



とって は、 緊急の 不安であった ので、 野宿 をす る こと 

に 決 ひした。 

(大 岩の 陰へ でも 寝る ことにしよう) 

で、 手 さぐりに 探り出した。 

と、 その 時 遥か 行く手の、 高所の 上から 一点の 火光 

が、 木の間 を 通して 見えて 来た。 

(はてな？) と、 これ は 誰でも 思う。 茅 野 雄 は 怪しん 

で 火光 を 見詰めた。 

と、 火光が 下って 来た。 しかも 火光 は 数 を 増した。 

二 点！ 三 点！ 五 点！ 十 点！ 

で、 こっちへ 近寄って 来る。 



たいまつ 

(あの 光 は 松 火 だ。 山賊 かな？ それとも 樵 夫で あろ 

うか？) 

どこへ？ 

そ も その 一 団は 何者な のであろう？ その 風采から 

調べなければ ならない。 同勢 はすべ てで 二十 人で あつ 

たが、 筒袖に 伊賀 袴 を 穿いて いて、 腰に 小刀 を 一本 だ 

わらじ 

け 帯び、 切れ 緒の 草鞋 を はいていた。 で、 風采から 云 

う 時 は、 大して 変な もので もなかった。 が、 顔立ちに 

は 特色が あった。 と 云う の は 山間の 住民な どに 見る、 



儀した。 

「お迎えに 参りまして ござります。 ご 案内いた すで ご 

ざり ましょう。 どうぞ 輿へ お召しく ださり ませ」 

(驚いた なァ 何とい うこと だ。 俺に は 訳が 解らない) 

茅 野 雄 は 老人へ 云った。 

「親切に 道 を 教えて くれた、 お前 は 先刻の 老人で はな 

いか。 何と 思って このような こと をす る ぞ？」 

しかし 老人 は 茅 野 雄の 言葉へ、 返辞 をしょう と はし 

なかった。 

「お迎えに 参りました の で) J ざり ます。 ご 案内 いたす 

で ござりましょう。 どうぞ 輿へ お召しく ださり ませ」 



しかし このように 云って 来て、 不意に 茅 野 雄 は 口 を 

噤ん だ。 

(迎えに 来たと いうから に は、 案内しょう というから 

に は、 俺の 行く先 を 知っていなければ 噓だ、 …… と 云つ 

て 知っている はず はない。 よしよ し 一 つから かって や 

ろう) 

いんぎん 

で、 茅 野 雄 はわ ざと 慇憝に 云った。 

「せ つ かくのお 迎えで ござる ゆえ、 遠慮なく 輿に 乗リ 

まして、 行く先まで ご 案内 をお 願いし ましょう。 が、 

只今 も 申した 通りに、 貴殿 方に は 拙者の 行く先 を、 ご 

存じない ように 存じます よ。 それとも ご存じで ござり 



ます かな？ ご存じな らば 仰せられる がよ ろしい。 た 

だし これ だけ は 申し上げる。 と 云う の は 今 も 申し まし 

た 通り、 拙者の 行く先 は 高山から、 十 里 はなれた 地点 

で ござる。 どこで 一 J ざろう な？ どこで ) J ざ ろ う 

な？」 

で、 老人の 答え を 待った。 

「はい」 と 老人 は その 言葉 を 聞く と、 いくらか 眉 を ひ 

そめた ようで あつたが、 

「高山のお 城下 を 中心に して、 十 里 離れた 地点と 申し 

て も、 いろいろの 里ゃ郷 があります。 どの 方角へ 十 里 

で ござりましょう か」 



(それ 見ろ) と 茅 野 雄 は 笑止に 思った。 

(お迎えに 来たの 案内し ようのと、 いいかげん のこと 

を 云って いながら、 俺の 行く先 を 知らない ではない か。 

—— どうやら こ 奴ら は 悪者ら しい) 

しかし 茅 野 雄 は 云う ことにした。 

わし にゅうが わだいら 

「どの 方角 だか 俺 も 知らぬ。 ただし 地名 は 丹 生 川 平と 

云うよ」 

—— すると これ はどうした のであろう か、 老人の 態 

度が にわかに 変わって、 一種の 殺気 を 持って来た。 

「丹 生 川 平へ おいでになる？ どのような ご用で おい 

でになります かな？」 



わし 

「そこにの、 俺の 叔父が いるの だ」 

「お 名前 は 何と 仰せられます かな？」 

(何故こう うるさく 訊く のだろう？) 

茅 野 雄 は 変な 気持が したが、 

かくめ い 

「叔父の 名前 か、 宫川覚 明と いうよ」 と、 一 つの 事件 

が 起こった。 

茅 野 雄の そう 云った 言葉 を 聞いて、 老人が 鬼の よう 

な 兇悪な 顔 をつ くリ、 従えて 来た 部下ら しい 十九 人の 

者へ、 何やら 大声で 喚いた かと 思う と、 十九 人の 若者 

が 小刀 を 抜いて、 死に物狂いの 凄じ さで、 茅 野 雄へ 切つ 

て かかった ことであった。 輿 も 松 火 も 投げ捨てられて、 



身 を 翻え すと 飛びし さって、 そこにあった 老木の 杉 

の 幹を楣 に、 引き抜いた 刀 を 脇 構えに 構え、 しばらく 

様子 をう かがった。 

と 云っても 相手 を 見る こと は 出来ない。 深山の 暗夜 

よじん 

であるから である。 焰は 消えた が 余燼 はあって、 五六 

本の 松 火が 地上に 赤く、 点々 とくすぶ つて はいた けれ 

ど、 光 は 空間へ は 届いて いなかった。 案内の 知れない 

くさむら 

山中であった。 諸 所に 大岩ゃ 灌木の 叢 や、 仆れ木 や 

地割れが ある ことであろう。 飛び出して 行って 叩つ 切 

つまず 

ろうとしても、 躓いて 転がる のが 精々 であった。 

(こ 奴ら は、 一 体问 者な のであろう？) 



老人の 祈りめ いた 叫び声に よって、 マホメット 教徒 

であるら し い そういう こと だけ は 思われた。 

(丹 生 川 平の 叔父の 一族 を、 敵と して 憎んで いるら し 

いが、 どういう 理由から 憎む のであろう？) 

すると 不意に 茅 野 雄の 記憶の 中へ、 従妹の 浪 江から 

送り 来された、 書面の 文句が 甦え つて 来た。 

(父 も 母 も 無事で ございます。 でも 性質 は 変わり まし 

た。 敵 を 持つ ようになりました。 只今 私達の 一族 は、 

苦境に あるので ございま す。 ど ぅぞ どうぞお いでく だ 

さいまして、 私達 一族の 味方と なって、 私達 をお 助け 

ください ませ。 そうだ、 こんなよ うに 書いて あつ 



た。 その 敵と いうの が こ 奴ら なのであろう) 

「だが 何故 俺 を 殺そうと する のか？」 

(俺が 叔父 達の 一 族 だからであろう) 

(俺に と つ て もこい つら は 敵 だ！) 

眼の 前の 余燼 を 赤らめて、 点々 と 見えて いた 松 火の 

火が、 この 時に わかに 消えて しまった。 

松 火の 余燼の 消えた の は、 そこへ 相手の 敵の勢が 集 

まって、 足で 踏み消した のであろう —— と、 直感した 

直感 を 手 頼って、 茅 野 雄 は 翻然と 突き進んだ。 声は掛 

けなかった が 辛辣であった！ 感覚的に 横へ 薙 いだ。 

と、 すぐに 鋭い 悲鳴が 上って、 人の 仆れる 物音が した 



でも 転落す るよう な、 ガ ラガラ という 音が 響き渡 つ た _ 

白 河戸郷 

その 日から 十日 は 経った ようで あ つ た。 

しら かわ どごう 

丹 生 川 平から 五 里 ほど 離れた、 白 河戸郷 から 一 群の 

人数が、 曠野の 方へ 歩いて 来た。 

一人の 若い 美しい 乙女 を、 十二 人の 処女ら しい 娘 達 

のどか 

が、 守護す るよう に 真ん中に 包んで、 長閑に 話したり 

歌ったり して、 ゆるゆると 漫歩して 来る のであった。 

飛驊の 山の 中で も 白 河戸郷 といえば、 日 あたりの 良い 



酒屋 さえ も 出来て いた。 

で、 朝夕 炊 煙が 上って、 青々 と 空へ 消え も すれば、 

往来で 女達が 喋 舌っても いれば、 居酒屋で 男 達が 酔つ 

ばらっても いれば、 花園で 子供達が 飛び 廻っても いれ 

ば、 田畑で 農夫 達が 耕しても いた。 

が、 ここに 不思議な ことに は、 盆地の 中央に 一 宇 〔# 

「 一 宇」 は 底本で は 「 一 字 匕 の 伽藍が、 森 然として 立 つ て 

いる ことであって、 その 形 は 小さかった が —— と 云つ 

て 二十 間 四方 はあろう か、 様式が この 上 もな く 異様で 

あった。 と は 云え 伽藍の 本当の 姿 は、 その 伽藍 を こん 

もりと 取り巻い ている、 巨大な 杉 や 桧に蔽 われて、 見 



剣 を 一本 差して いるの が、 この 乙女 を 気高い ものにし 

ていた。 

乙女 を 守護して いる 娘 達 も、 揃って 美しく 健康で、 

上品で 無邪気で はあった けれども、 被 衣な ど は 冠って 

いなかった。 侍女 達で ある こと は 云う まで も あるまい。 

その 一行が 斜面 を 上って、 丘の 頂きへ 立った 時に、 

下から 一 斉に声 を 揃えて、 呼びかける 声が 聞こえて き 

た。 

_ —— お 嬢 様.》 j 用心な さりましょう。 

—— あまり 遠く へ お いでな さ いますな。 

—— 丹 生 川 平の 連中が、 襲って 参る かもしれ ませぬ。 



漫歩 をつ づけた。 

彼女 達 は 彼女 達が 信じて いる、 白 河 戸郷の 守護神と 

も 云うべき、 神殿の ご本尊の 「唯一なる 神」 へ、 野の 

花 を 捧げようと 考えて、 野の花 を 摘みに 来たので あつ 

た。 

かき つばた 

小川が 一筋 流れて いて、 燕 子 花の 花が 咲いて いた。 

と、 小枝 は 手 を 延ばした が、 長目に 燕 子 花の 花 を 折つ 

た。 と、 小枝 は 唄い 出した。 

A メッカの 礼拝堂に 

信者ら の 祈る 時、 

帳 の 奥に おわす 



御 像の 脚に 捧げ まつらん 

日の 本の 燕 子 花 を。 

「みんな も 燕 子 花 を 取る がよ いよ」 

—— すると 侍女 達 も 手 を 延ばして、 各自 燕 子 花 を 

折った。 

一 行 は 楽しそう に 歩いて 行く。 

灌木の 裾に 白百合の 花が、 微風に 花冠 を 揺すりな が 

ら、 幾千 本と なく 咲いて いた。 

と、 小枝 は 手 を 延ばして、 その 一本 を折リ 取った が、 

はこやなぎ 

A 白 楊 の 林に 豹が 隠れ、 

信者ら が 含嗽して 



みかみ まつ 

ァラ の 御 神 を讃ぇ 奉る 時、 

回教 弘通 者の オメル 様の 墳塋 へ、 

さ さげ まつらん 白百合 の 花 を。 

こう 歌って 侍女 を 返り 見た。 

「さあお 前 達 も 百合の 花 をお 取り」 

一 行 は 先へ 進んで 行く。 

一所に 崖が 出来て いて、 小さな 滝が 落ちて いた。 岩 

燕が 滝壺 を 巡って 啼き、 黄色い 苔の 花が 咲いて いた。 

その 苔の 花に まじりながら、 常夏の 花が 咲き乱れ てい 

た。 

くだもの 

A 果物の 木に 匂い ぁリ 



「性質 はちと 優しす ぎる よう だが」 

「お 父上が ああい うお 方 ゆえ、 いろいろ ご苦労が あり 

まして、 陰気に なられる ので ございましよう」 

「いかにも 処女ら しくて 俺 は 好きだ」 

「山道に 迷った と 仰せられて、 あなた さまが 数人の ご 

家来 を 連れられ、 丹 生 川 平へ おいでになって 以来、 ど 

うやら あなた 様に おかれて は、 浪江 様に 大変) J 執心 の 

ようで、 もっぱら 評判で ございます」 

「そうかな」 と 弦 四郎は 苦笑い をした が、 

「丹 生 川 平へ 入り込ん でから、 十日と いう 日が 経って 

しまった。 そのく せ 俺 は ある 重大な、 用事 を 持って い 



いますよ」 

「そうか」 と 弦 四郎は 小枝 を 見詰めた。 

「遠眼で しかと は 解らない が、 いかさま 美しい 娘ら し 

い。 …… が、 何のた めに 女ば かり 揃って、 こんな 所へ 

来たの だろう」 

しかし 弦 四郎に はそんな こと は、 どうで あろうと 

関係はなかった。 

弦四郎 はすぐ に 計画 を 案じた。 

(小枝 を 奪い取って 人質と しょう。 白 河 戸郷を 苦しめ 

るのに、 上越す 良策 はない) 

で、 弦 四郎は 若者 達へ 云った。 



た。 

間断な く 男 達の 怒声が 聞こえ、 女達の 悲鳴が それに 

つづいた。 大勢の 男女が 争って いるら しい。 

おなご かどわか 

(若い 女子 を 悪者が、 誘拐そうと している のであろう) 

こういう 場合の 常識と して、 ふと 茅 野 雄 はこう 思つ 

た。 

(ともかくも 行つ てみ る ことにしよう) 

で、 茅 野 雄 は 小 走った。 

と、 その 時 丘 を 巡って、 一人の 女 を 小脇に 抱えた、 

逞しい 武士が 現われた が、 茅 野 雄の 方へ 走って 来た。 



白 河 戸郷の 勢力 を 弱めて、 滅ぼす ことが 出来る かもし 

れ ない。 滅ぼす ことが 出来たならば、 丹 生 川 平の 郷の 

長の、 宫川覚 明と 約束 をした 通りに、 覚 明の 娘の 浪江 

という 美女 を 手中へ 入れる こと も 出来、 それが 出来な 

くと も 丹 生 川 平の、 守護神と も 云うべき 神殿の 中へ I 

I 弦 四 郎には ある 種の 予感に よって、 神殿の 中に 高価 

な 物が、 蔵され て あるよう に 感じられ ていた。 —— そ 

の 神殿の 内陣へ、 入って 行く ことが 出来る のであった。 

茅 野 雄の 後 を 尾行る となれば、 小枝 を 捨てなければ 

ならないだろう。 弦 四 郎には 小枝が 捨て かねた。 茅 野 

雄と 戦って 茅 野 雄 を 殺す にしても、 小枝 を 地上へ 下ろ 



さねば なるまい。 下ろされた 小枝 は 逃げ去る であろう _ 

弦 四 郎には 小枝に 逃げられる ことが、 どうに も 苦痛で 

ならなかった。 

では 小枝 を 小脇に 抱えた まま、 茅 野 雄 を 見捨て 丹 生 

川 平へ 行こう か。 すると 茅 野 雄 は行衛 不明に なろう。 

と、 後 を 尾行て 行く ことが 出来ない。 これが 弦 四郎に 

は 苦痛であった。 

(百発百中に 予言 をす る、 巫女の 千賀 子が 茅 野 雄に 向 

かって、 「山岳へ おいでな さり ませ、 何 か 得られる で ご 

ざり ましょう」 と、 こう 予言 をした からに は、 間違い 

なく 茅 野 雄 は その 何 か を、 手に入れる ものと みなさな 



ければ ならない。 その 何 かが 何で あるか を、 俺 は 大略 

知っている。 恐ろしい ほどに も 高価な もの だ。 茅 野 雄 

の 手へ は 渡されない。 是非とも 俺が 手に入れなければ 

ならない。 では どうしても 茅 野 雄の 後 を 尾行て、 彼の 

行く 所へ 自分 も 行って、 彼が 何 か を 得ようと する の を 

邪魔 をして 横取りし なければ ならない) と、 いう 思惑 

が あるから であった。 

右す る こと も 出来なければ、 左す る こと も 出来ない 

というの が、 現在の 弦 四 郎の心 持であった。 

一方 宫川茅 野 雄に おいて は、 弦四郎 に対して 咎めた 

いこと が、 いろいろ 心に わ だか まっていた。 たとえば 



さよう さよう 打ち 見たところ、 貴殿に は 正義の 武 

ござる 

土で なく、 この 出来事 は 悪行ら しゅう 厶。 —— で、 貴 

殿の 悪行 を、 認めた 以上 は 打ち捨て は 置かれぬ。 貴殿 

に 制裁 を 加えた 上で、 その 娘 ご をお 助けせ ねばならぬ」 

ここで また 茅 野 雄 は 右の 手で トン トンと 刀の 柄頭 を 

打った。 

「娘 ご を 放して おやりな され！ 否と 申さば 太刀打ち 

申そう！ いかがで ござる！ いかがで ござる！」 — 

ま し 

I で、 右手で 刀の 柄 を 握り、 拇指で 鯉口 を グッと 切つ 

た。 抜き打ちに 切ろうと する 足の 踏み 方 だ、 右足 を 一 

歩 前へ 踏み出し、 左足の かかと を 軽く 上げ、 体 全体 を 



斜めにして、 刀の 柄 を 握った 上に ソリを 打た せて 上へ 

くけい 

上げた ので、 右の 手の 肘が 矩形 をな して、 胸の 上まで 

上った の を、 拍子 取る ように 揺るがして、 弦 四 郎の眼 

を 睨み付けた。 否と 云ったならば ただ 一 刀に、 弦四郎 

の 左の 胴から かけて、 胸まで 割り付ける 意気込みで 

あった。 握った 手に 余った 柄頭の、 金具が 日の 光に 反 

なまじろ 

射して、 露が 溜つ てで もい るよう に、 細かく 生白く 光つ 

て 見えた。 

(凄い の！ これ は！ 凄い 気魄 だ！) 

物 も 云わなければ 動き もしないで、 茅 野 雄の 動作と 

言葉と へ、 注意 を 向けて いた 弦四郎 は、 こう 思わざる 



を 得なかった。 

(正当に 太刀打ち をした ところで、 五分と 五分の 勝負 

になろう。 小枝な ど を 抱えて いて、 片手で うかう か あ 

しらおう ものなら、 こっちが あぶない、 仕 止められる 

であろう。 言葉 を もって 云い くるめよう としても、 眩 

まされる ような 人物で もない。 彼の 云う 通リ 小枝 を 放 

して、 丹 生 川 平へ 逃げ帰る か、 ないし は 真剣に 切り合 

うより、 他に 手段 はなさ そうだ。 どっちに しても 困つ 

たもの だ) 

弦 四郎は 処置に 当惑した。 

しかし その 時 丘の 背後から、 今まで 聞こえて いた 女 



「この 武士 を 打って お取りな され、 我ら 小枝 を 奪った 

のに 対して、 こ 奴 は 邪魔立て 致そうと してお ります！ 

我々 の 怨敵 白 河戸郷 に、 味方 を 致す 人間と 見えます！ 

女子 ども を 打ち捨てお かかりな され！」 

この 言葉 は、 極めて 効果的であった。 

(白 河 戸郷に 味方す る 奴なら、 我らに とって は 怨敵で 

ある！ やれ！ 逃がすな！ 切り刻め！) と、 云う 

感情 を 男 達の 心へ、 一斉に 理性な しに 湧き起 こさせた 

ので あるから。 

ヮ —— ッ というよ うな 叫 声が、 九 人の 男から 起こつ 

まう 

た 時には、 九 人の 若い 侍女 達が、 地上へ 抛り 出された 



時で あり、 九 本の 刀が 夏の 日の 光に、 氷柱の ように 光つ 

た 時で あり、 意外の 出来事に 驚いて、 棒立ちに 立った 

茅 野 雄の 左右へ、 男 達の 逼 つた 時であった。 

男 達の 凄じい 殺気立った 顔と、 虐殺す る こと を 喜ん 

でい るら しい、 男 達の 悪鬼 じみた 態度と は、 茅 野 雄 を 

して 口 を ひらかせて、 事の 真相 を 弁解させる ベく、 無 

駄 である こと を 思わせた。 

五 人 を 切った 宫川茅 野 雄 

(こうな つて はもう いけない！ 相 手を切らなければ 



こ つちが 切られる) 

で、 茅 野 雄 は 一躍した が、 真っ先 立って 逼 つて 来た、 

敵の 一人の 右の 肩 を、 抜き打ちに カツと ぶった 切り、 

悲鳴 を 耳に した 次の 瞬間に は、 左から 寄せて 来た 敵の 

一 人の、 左の 胴 を 割って いた。 

日が 明るくて 鳥が 啼 いている！ 

晴れ ばれと した 曠野に は、 草花が 虹 を 敷いて いる。 

が、 その 虹 を 蹴散らして、 ドッと 合わさ リ、 サ —— ヅ 

と 散る、 黒々 とした 物が あった。 二人の 味方 を 切リ仆 

されて、 死に物狂いに 狂い 立った、 丹 生 川 平の 男 達で 

あった。 馳せ 寄って 茅 野 雄 を 引つ 包んだり、 茅 野 雄の 



誰かが 森林の 奥へ、 さらに 踏み 入って 耳を澄ま したな 

らば、 一 層に 森林の 奥の 方から、 同じような 音の 聞 こ 

えてく る ことに、 感付いた ことに 相違ない。 いやいや 

そういう 合図め いた 音 は、 それらの 場所から 起こる ば 

かりで なく、 次から 次へ、 奥から 奥へ、 次第 次第に 送 

り をな して、 丹 生 川 平の 郷 へまで、 伝わり 伝わって 行 

くので あった。 

飛驛 というよ うな 山国に あって は、 猛獣 や 毒蛇 や 山 

賊 などに、 しばしば 人 は 襲われる もので、 そういう 場 

合の 警報と して、 いろいろの 里 や、 いろいろの 郷ゃ、 

さまざまの 村に did 居して いる、 住民 達 は 里別郷 別に、 



た i. 'まら 

木 を 叩く とか 竹 法螺 を 吹く とか、 枯れ木に 火 を かけて 

煙り を 上げる とか、 そういう こと をす る ことにし てい 

た。 

丹 生 川 平の 郷 にあって は、 木の 幹 を 叩いて 警報す る 

ことが、 それに 当って いるものと 見える。 

軽い 危険の 場合に は、 それに 一 致した 叩き 方 をして、 

森林の 中に 散在して、 枯れ木 を 採ったり 伐木したり、 

馬 を 飼ったり している 者 を、 最初に 合図の 起こった 場 

所へ、 呼び寄せて 加勢 をさせる ことに、 大体 定まって 

いるので あつたが、 重大な 危険の 場合に は、 それに 一 

致した 叩き 方 をして、 次から 次と 今の ように、 丹 生 川 



は、 それ こそ 鉄砲 や 弓 や 山刀 や、 槍 をたず さえて 大挙 

して、 白 河戸郷 から 走り出て、 一里の 曠野 を 走って 来 

て、 茅 野 雄 を 助けて 弦四郎 を、 引つ 包んで 討って 取る 

ことであろう。 

侍女 達 は 懸命に 走って 行く。 

ところで 小枝 はどうした であろう か？ 

気絶した ままで 草の 上に、 衣裳 を 崩して 仆れ ていた _ 

丹 生 川 平の 九 人の 男 達に、 掠奪 をされ てこ こまで 来 

たが、 その 九 人の 男 達が、 弦 四郎を 助けて 宫川茅 野 雄 

を、 討って 取ろうと 心掛けた 結果、 投げ出した 九 人の 

小枝の 侍女 達 は、 今や どこに いるであろう。 その 幾人 



か！ 灌木が あれば 躍り 越し、 喬木が あれば 巡って 進 

み、 沼が あれば 岸 を 輪な りに 馳せ、 網の 目の ように 強 

靱の蔓 が 数 間に 渡って 張られて あれば、 得物で 切り 

払って 突破した。 当然の 所業で はあった けれども、 何 

とその 所作が 敏捷で、 かつ 自在で ある ことか！ 

と、 一団が 雁行 をな した。 馬の 首が 前方 を 走って い 

ると ころの、 他の 馬の 尻に 触れそう なほ どに も、 接近 

をして 走って おりなが らも、 前の 馬の 走る 邪魔 をし な 

ヽ o 

レ 

と、 一団が 鶴 翼 をな した。 宏大な 森林 を 横へ 拡がり、 

横隊 をな して 走らせて 行く。 無数の 障碍 物 を 持ちな 



しかし こういう 呼び声 を 上げて、 白 河 戸郷の 長の 娘 

の、 小枝の 侍女 達の 命 限りに、 曠野 を 転んだり 起きた 

りして、 道程 一里の 白 河 戸郷の 方へ、 小枝が 怨敵 丹 生 

川 平の 者に、 誘拐され たという こと を、 告げる ために 

走って 行って いる ことに、 一方 留意 をし なければ なら 

Kir 、 。 

な レ 

「ォ ィ！ ォ ィ！ ォ ィ！ ォ 

ィ！」 

侍女 達 は 懸命に 走って 行く。 

一 人の 侍女が また 転んだ。 と、 衣裳の 裾が 乱れて、 

はぎ 

白い 脛が 現われた。 恥 かしい とも 思わずに、 あらわな 



に 来た、 白 河 戸 郷の郷 民 達であった。 

四 人の 若者 は 走り 寄って 来た。 

「や、 これ はどうし たの だ £:」 

「お前 方お 嬢 様のお 腰元で はない か £:」 

「お 嬢 様 はどうした £: 小枝 様 はどうした」 

「泣いて いて はいけ ない！ 訳 をお 云い！」 

慟哭しながら、 「ォ —— ィ！ ォ —— ィ！」 と、 呼ん 

でい る 侍女 達 を 介抱しながら、 四 人の 白 河 戸郷の 若者 

達が、 忙 わしく 訊ねた の はこの ことであった。 

姦策 



白 河 戸郷の 若者 達が、 四 人 来て くれたと いう こと は、 

侍女 達に と つ て は 救いであった。 

しどろ もどろ に 侍女 達 は 云った。 

かどわか 

「 誘拐 さ れ まして ござります」 

ま. うま 、， 

「お 嬢 様 も！ 朋輩 も！ 向こうの 方で！」 

「丹 生 川 平の 人達に！」 

もうこれ だけで 充分であった。 

侍女 達の 言葉 を 耳に 入れる や、 白 河 戸郷の 若者 達 は、 

血相 を 変えて 躍り 上った。 

そうして 口々 に 叫び 合った が、 すぐに 手 害が 行なわ 



れた。 

まず 一人の 若者で あつたが、 白 河 戸郷の 方へ まっし 

ぐらに 走った。 危急 を 白 河 戸郷へ 報告して、 加勢 を 求 

める ためであろう。 

二人の 若者 は 腰刀 を 抜く や、 小枝が 誘拐し に 遭った 

という、 その 方角へ 疾風の ように 走った。 

残った 一人の 若者 は、 侍女 達の 介抱に とりかかった _ 

が、 一 方、 宫川茅 野 雄と、 醍醐 弦 四郎と はどうした 

力？ 

茅 野 雄 は 上段に 弦 四郎は 正眼に、 構え をつ けた まま 



で 睨み合つ ていた。 

その 横で は 気絶 をして いるら しい、 小枝 を 侍女 達が 

介抱して いるし、 幾人 かの 侍女 達 は 気絶 をしても いた。 

構え をつ けながら も 弦四郎 は、 恐怖 を 感ぜざる を 得 

なかった。 

(思った よ り も 素 晴ら しい 剣 技 だ。 尋常 に 闘ったら 俺 

の 方が 負ける) 

茅 野 雄の 剣 技の 勝れて いるのに、 弦 四郎は 恐怖 を感 

じたので あった。 

(どうしたら よかろう？ どうしたら よかろう？) 

—— と、 すぐに 一 つの 考えが 浮かんだ。 



(丹 生 川 平の 奴 原が、 俺 を 見捨て 走り去った。 が、 精 

悍の 彼らで ある。 よも や 逃げて 行って しまったの では 

あるまい。 丹 生 川 平へ 事件 を 知らせて、 加勢 を 呼びに 

行った のであろう。 …… ぉッ、 そう 云えば 音が 聞こえ 

る。 危急 を 伝える 合図の 音が！ 拍子 を 取った 木 叩き 

の 音が！) 

弦 四 郎は丹 生 川 平に 住んで、 十日の 日数 を 経して い 

た。 で、 そういう 合図の 方法の、 あると いう こと も 知つ 

ていたし、 そういう 方法で 合図され る や、 丹 生 川 平の 

郷民 たちが、 得物 を 持って 馬に 乗って、 一瞬の 間に 加 

勢 を するべく、 押し出して 来る という こと を も、 郷民 



達に 聞いて 知っていた。 

はんとき 

二 時間 あまり 待って やろう。 加勢の 勢の 来る の を 

待って、 茅 野 雄 を 処分して やろう) 

うしろ 

—— で、 弦 四 郎は刀 を 引く や スッと 背後へ 身 を 退け、 

刀 を 鞘へ 納めて しまった。 

「さて、 宮川 氏、 ごらんの 通りで ござる。 拙者、 刀 を 

納めて ござる。 貴殿に も 刀 をお 納めな さるが よろし 

い」 

こう 云う と 弦 四 郎はト ホンと したよう な、 不得要領 

の 笑い 方 をした が、 

「まず ご免、 あやまります。 少しく 悪ふざけが 過ぎ ま 



これに はさす がの 宫川茅 野 雄 も、 度胆を抜かれざる 

を 得なかった。 

(何とい う 事 だ！ 何とい う 武士 だ！) 

—— で、 茅 野 雄 も 後へ引いた。 

と は 云え 茅 野 雄に は 弦 四郎の 態度 や、 云った 言葉に 

合点の 行かない、 曖昧のと ころの あるの を 感じて、 油 

断 をしょう と はしな か つ た。 

のんき 

しかし 弦 四郎は 暢気そう に、 刀 を 鞘へ 納めて しまう 

と、 両手 を 胸へ 組んで しまって、 ブラ リブラ リと 歩き 

出した。 

で、 茅 野 雄 も 不審ながら、 自分ば かりが 物々 しく、 



抜いた 刀 を 持って いる ことが、 不恰好の ように 思われ 

て 来た。 

で、 刀 を 鞘に 納めた。 

と、 見て取った 弦四郎 は、 一 つ 二 タリと 含み笑い を 

したが、 

「 高原 の 景色 は 美し ゆう ござるな」 

あた リ 

こう 云つ て 四辺 を 見る ようにした。 

「 …… 」 II しかし 茅 野 雄 は 黙って いた。 

しとね 

「綺麗な 草の 花を茵 として、 美しい 婦人 方が 仆れて 

リま す」 

「さよう！」 と、 茅 野 雄 は はじめて 云った。 



「貴殿 や 貴殿の 輩 下の 者が、 誘拐し 参った 女達で ござ 

る」 

「いかにも」 と、 今度 は 弦 四郎が 云った。 

「誘拐して 参った 女達で ござる」 

「何故 そのような よくない こと をな される？」 

茅 野 雄 は 怒リを 加えたら しい。 病気 上りの、 痩せて 

蒼い 頰の 辺りへ 紅潮 を 注させ、 少し 窪んだ 鋭い 眼に I 

I いつも は 学究ら しい 穏 かさと、 歙 知と を湛 えてい る 

ので あつたが —— 憎悪の 光 を 漲らせて、 弦 四 郎の眼 を 

追いながら 睨んだ。 

そう 茅 野 雄に たしなめられて、 かつ は 鋭く 睨めら れ 



おいでな される はずで ありまし たな」 

(おや) とそれ を 聞く と 茅 野 雄 は 思った。 

(どうして そんな こと を 知つ て いるので あろう？) 

「さよう」 としかし 茅 野 雄 は 云った。 

「拙者、 丹 生 川 平へ 参る。 が、 どうして ご存知 かな？」 

それに は 返事 はしなかった が、 弦 四郎は 次のように 

云って 笑った。 

「丹 生 川 平の 郷民達 は、 貴殿 を 歓迎な さるまい よ」 

「何故な？」 と、 茅 野 雄 はけ げんそうに 云った。 

「 必ずや 歓迎 を いたしましょう」 

「駄目々々」 といよ いよ 嘲笑った が、 曠野の 上に 仆れ 



げくに、 丹 生 川 平の あたら 若者 を、 五 人が ところ 討ち 

取って ござる！ 早々 討って お取りく だされ！」 

こう 叫ぶ と 弦 四郎は 二度 も 三度 も、 けし かける よう 

に 刀 を 揮った。 

舌 SI1 

あなど 

敵 は 一人と 見て とって、 心に 侮り を 覚えた からで 

あろう、 丹 生 川 平の 郷民達 は、 遠くから 茅 野 雄 をと り 

や いたお 

こめて、 矢ぶ すまに かけて 射仆 そうと はしないで、 馬 

を 煽る と 大勢が 一度に、 茅 野 雄に ドッと 襲い かかった。 



郷民 達の 叫喚、 馬の 蹄の 音、 打ち 振る 得物の 触れ合 

う 音、 その 得物の 閃めく 光、 馬の 蹄に 蹴上げられて、 

煙リ のように 立つ 茶色の 砂塵、 —— それらの ものが 茅 

野 雄 を 巡って、 茅 野 雄 を 埋没 させよう とした。 

こうな つて は 茅 野 雄 は 声 を 上げて、 いかに 弁解 をし 

たと ころで、 相手に 受け入れられる 望み はなく、 虐殺 

される ばかりであった。 

(戦って 逃げる ょリ 仕方がない！) 

ことごと 

と は 云え 相手 は 大勢で あり、 ことに は 悉 く 騎馬で 

あった。 徒歩で 刀 を 揮った ところで、 駆け 仆 される の 

がお ちであった。 



( 一 人 叩つ 切って 馬 を 奪って やろう) 

ちろ ちと 

馬の 前脚 を 諸に 立てて、 茅 野 雄 を その 馬の 脚の 下に、 

乗り潰そうと 正面から、 逼 つて 来た 一騎の 郷 民が あつ 

た。 

乗り かけられたら それまで である。 何のむ ざむ ざ 乗 

リ かけられよう。 見て取った 茅 野 雄 は 横筋 違に、 さな 

がら 矢の ように 素 走った が、 擦れ違い ざまに 馬の 脚へ、 

一 刀 サッと 浴びせ かけた。 

嘶きの 声が した かと 思う と、 ドッ と横仆 しに 馬が 

仆れ、 乗って いた 敵が とんぼ 返って 落ちた。 

つまず 

と、 その 仆れた 馬の 胴へ、 他の 馬が 躓 いて 乗って き 



まば、 - す./ 

た 敵が 不覚に も、 ズルズ ルと馬 背 をヒり 落ちた。 

と、 その 馬の 背の 辺りへ、 手 甲 を 穿め た 二 本の 腕が、 

よそお 

素早く かかった と 思った が、 その 時には 一人の 旅装 

い をした 武士が、 既に 馬 背に 乗って いた。 

そうして その 次の 瞬間に は、 丹 生 川 平の 郷民 達の 群 

から、 数 間 先 を 走って いた。 

他なら ぬ 宫川茅 野 雄で ある。 

驚き 周章た 大勢の 声が、 ひとしき リ 背後で 聞こえた 

つるおと 

かと 思う と、 すぐに 弦音が 高く 響いた。 

丹 生 川 平の 郷民 達が、 茅 野 雄 を 射って 取ろうと して、 

半弓 を 数人で 射 かけた ので ある。 



活から 来る 必要と して、 充分に 馬術に 達して いた。 曠 

野 を 自在に 駆ける こと も、 森林の 中 を 縦横無尽に、 走 

リ 廻る こと も 出来る のであった。 

で、 今 も 茅 野 雄 を 追い抜いて、 その 前方へ 現われて、 

茅 野 雄の 行く手 を扼 したので ある。 

こうな つて は 茅 野 雄 は 仕方がなかった。 がむしゃら 

に 前面の 敵に 向かって、 切り散らして 逃げる より 方法 

やゝ に ヽ。 

力る レ 

しかし 茅 野 雄 は 考えた。 

(ここ は 曠野で 隠れ場所がない。 どこまで 逃げても ま 

る 見え だ。 また 追いつかれて 扼 される であろう。 これ 



はどうしても 林の 中 か、 森の 中へ 駆け込んで、 身 を 隠 

さなければ 仕方がない) 

で、 背後 を 振り返って 見た。 

曠野 を 仕切って 壁の ように、 連ら なって いる 大 森林 

があった。 

(あの 森林の 中へ 入って やろう) 

で、 茅 野 雄 は 突 嗟の 間に、 手綱 をし ぼる と 馬 を 廻し、 

一 散に 後へ引つ 返した。 

その 行く手に は 馬に 乗った、 丹 生 川 平の 郷民 達が、 

得物 を 揮って 群がって いたが、 龃 けて 来る 茅 野 雄の 必 

死の 姿に、 気 を 呑まれた か 道 を ひらいた。 で、 茅 野 雄 



は 駆け抜けた。 

と、 これ はどうした のであろう、 ドッと 背後から 大 

勢の 者の、 笑う 声が 聞こえて きたで はない か。 

こうい う 危急 の 場合に も、 笑われ て 見れば 気持が 悪 

い。 そこで 茅 野 雄 は 振り返って 見た。 

たむろ 

丹 生 川 平の 郷民 達が、 遥かの 後方に 屯して いて、 茅 

野 雄の 方 を 指さして、 笑って いるの が 見て とれた。 

(何故 あいつら は 笑って いるの だ？ 何故 俺 を 追つ か 

けて 来ない の だ？) 

と は 云え 彼ら 丹 生 川 平の、 郷民 達から 云う 時には、 

笑うべき ことに 相違なかった。 



おく ど 

というの は大 森林の 奥 所に あたって、 丹 生 川 平が あ 

るので あるから。 

(あの 可哀 そうな 旅の 武士 は、 自然に 一 人で 俺達の 郷 

へ、 惨めら れる ために 駆けて 行く) 

で、 指さし をして 笑った のであった。 

そういう こと を 茅 野 雄 は 知らない。 

で、 馬 を 走らせた。 

しかし その 時 背後の 方に あたって、 忽然 鬨の声が わ 

き 起こった ので、 振り返らざる を 得なかった。 

何 を 茅 野 雄 は 見た であろう？ 

丹 生 川 平の 郷民 達の 群へ、 一団の 人数が 襲い かかつ 



て、 凄まじい 戦い を 演じて いる。 

白 河 戸 郷の郷 民 達が、 ようやく この 時龃 けつけ て 来 

て、 丹 生 川 平の 郷民 達へ、 殺到した に 他なら なかった。 

しかし 茅 野 雄 その 人に とって は、 そんな 事情 は 解ら 

なかった。 

(この 隙に 森林の 中へ 入り、 危険から 遁れる ことにし 

よう) 

で、 いよいよ 馬 を あおって、 森林の 方へ 龃 けて 行つ 

たが、 間もなく 姿が 見え なくなった。 

森林が 茅 野 雄 を 呑んだ ので ある。 



とうとう 感付かれて しまった。 …… 俺に 恐ろしい は あ 

のお 方ば かりだ。 俺 は 体 を 隠さなければ ならない」 

で、 恐怖に 耐えられ なくなって、 江戸 を 発足した の 

であった。 

「長 崎へ 行こう！ 長 崎へ 行こう！」 

(この 素晴らしい 値打ちの ある 物 を、 売る の はいかに 

も 惜しい けれど、 あのお 方に あのよう に 感付かれた 以 

上 は、 とうてい 持って はいられない。 売って 金に 代え 

る ことにしよう。 これほどの 物 を 買い取る 者 は、 長 崎 

らんじん 

の 蘭人の 他に はない) 

で、 長 崎へ 向かった のであった。 



たが、 その 眼 は 細く 開けられ ている、 襖の 一方に 注が 

れ ていた。 見れば 襖の 縁の 辺りに、 碩寿 翁が 投げたら 

しい メスが 一本、 鋭く 光って 立って いた。 

「 」 

無言で 碩寿翁 は 眼 を 返した が、 反対側の 襖 を 睨んだ。 

清浄で 威厳の ある 神々 しい 声が、 その 襖の 奥の 方から、 

碩寿 翁へ 聞こえて きたので ある。 

「恐ろしい こと だ！ 恐ろしい こと だ！」 

碩寿翁 はヮナ ヮナと 顫え 出した。 

「今のお 声 は あのお 方のお 声 だ！」 

(しかし どうして あのお 方が？) 



して 滅ぼさなければ ならない —— 滅ぼす 策 を 講じて く 

れ」 

こう 云って 茅 野 雄を迂 散そう にさえ 見た。 

(驚いた な) と 茅 野 雄 は 思った。 

(昔の 伯父 はこん な 人ではなかった。 何ら か 神 は 信仰 

していた が、 もっと 性質が 明るくて、 秘密な ど 持つ よ 

うな 人でなかった。 …… それ だのに どうだろう 今の 伯 

父 は、 山師に してし かも 狂信者！ と 云った ような と 

ころが ある。 それに どうだろう 伯父 の 風采 は？ ) 

覚 明の 風采 は 妙な ものであった。 切り下げの 長髪 を 

肩へ かけ、 異国め いた 模様の 道 服 を 着し、 剌繡 の沓を 



穿いて いた。 

(それに 恐ろしく 勿体ぶる ではない か) 

これ も 茅 野 雄に はお かしかった。 

覚明は 容易に 人に 逢わず、 絶えず 居場所 を 眩 ませて 

いた。 時あって 姿 を 現わす 時には、 十数 人の 侍者に 周 

囲 を 守らせ、 威厳 を もって 現われた。 

そうして 茅 野 雄に 対しても、 伯父 甥と して 対しよう 

と はしないで、 一宗の 祖師が 一介の 信者へ 対する よう 

な 態度で 対した。 

で、 茅 野 雄 は ある 時の こと、 浪 江に 向かって 問い を 

発した。 



神殿の 中の 物？ 

「そういう もので ござる かな」 

茅 野 雄 はうる さそう に すげ なく 云 つ た。 

が、 弦 四郎は 云いつ づけた。 

「親戚の 一 方が 出世 をす ると、 他の 一 方が 嫉妬 をす る 

親戚の 一 方が 零落す ると、 他の 親戚 は 寄りつ かない。 

競争心の 烈しい もので。 さよう 親戚と いう もの はな」 

「他人 同志で も 同じで， > J ざろう」 

「なまじいに 血潮が 通つ ている だけ、 愛憎 は 強う ござ 

いますよ。 さよう さよう 親戚の 方が」 



「神殿の 内陣に あります かな？ そのよう に 値打ちの 

ある 品物が！」 

「馬鹿な！」 と、 弦 四 郎は暍 する ように 云った。 

「貴殿 も 承知して おられる くせに」 

「拙者 は 知らぬ よ！」 とブッ キラ 棒であった。 

茅 野 雄 はブッ キラ 棒に 云い 切った。 

しかし 弦 四郎は 嘲け るよう に 云った。 

r 巫女が 貴殿に 予言され た 害で。 山岳へ おいでな さり 

ませ、 何 か 得られる で ございまし ようとな— そ 

の 何 かが あの 神殿の、 内陣に あるので ございま すよ！ 

得ようと 思って 来られた ので ござろう！ さよう、 こ 



ぼしたならば、 神殿の 内陣へ 入れて あげましょうと！ 

…… 入った が 最後 摑ん でみせる。 …… で、 貴殿に も 心 

を 巡らされ、 白 河 戸郷を 滅ぼす ような、 うまい 策略 を 

お立てな され！」 

云い 捨 ると 弦 四郎は 行って しまった。 

茅 野 雄 は 後 を 見送った が、 心の中で 眩いた。 

(ああ 云われる と 俺と いえ ども、 内陣の 中へ 入って 

行って、 何が 内陣に 置かれて あるの か、 ちょっと 調べ 

て 見た くな つた) 

星月夜で はあった けれど、 森に 蔽 われて いる 丹 生 川 



平 は、 この 夜 も ほとんど 闇であった。 

神殿が 設けられ ている という、 岩山の 辺り はわけ て 

も 暗く、 人が 歩いて いたと ころで、 全然 姿 はわ かり そ 

う もなかった。 

そういう 境地 を 人の 足音が、 岩山の 方へ 迪 つていた。 

足音の 主 は 宫川茅 野 雄で (何が 内陣に 置かれて ある 

か、 ちょっと 調べて 見た くな つた) —— この 心 持が 茅 

野 雄を獵 つて、 今や 歩ませて いたのであった。 

ともし ぴ 

古沼の 方に 燈 火が 見えた。 病人 達が 古沼の 水で、 

水垢離 を 取って いるので あろう。 

どこと も 知れない 藪の 陰から、 低く は あるが 大勢の 



男女が、 合唱して いる 声が 聞こえた。 

病人 達が 唄って いるので あろう。 

が、 神聖の 地域と して、 教主の 宫川覚 明が、 許さな 

い 限り は 寄り付く ことの 出来ない、 この 岩山の 洞窟の 

入り口 —— そこの 辺りに は 人気がなくて、 森閑と して 

寂しかった。 

茅 野 雄 は 洞窟の 入り口まで 来た。 

(いずれ は 番人が ついていて、 承知して 入れて はくれ 

ないだろう。 が、 ともかくも 様子 だけで も 見よう) 

茅 野 雄 はこうい う 心 持から、 この 夜 一 人で こっそり 

と、 ここまで 迪 つて 来たので あった。 



さて、 洞窟の 前まで 来た。 

茅 野 雄 は 入り口から 視 いて 見た。 暗い 暗いた だ 暗 

い！ 恐らく 神殿の 設けられて ある 洞窟 内の 奥までに 

は、 幾 個 かの 門 や 番所が あり、 道と て 曲がりくねって 

いて、 容易に 行けそう に は 思われなかった。 

(行ける 所まで 行って みょう) 

で、 茅 野 雄 は 入り口へ 入った。 

が、 その 時 背後に あたって、 ゾッ とする ような 感じ 

を 感じた。 

と、 思う 間 も あらば こそであった。 数人の 人間が 殺 

到して 来た。 



切って 来た 鋭い 敵の 刀 を、 抜き合わせて 茅 野 雄が 

払った のであった。 

まわ 

茅 野 雄 は 巡った！ 木立 を 巡った。 もう 一本の 木立 

へ 来た。 

刀 光！ 意外！ 敵が いた！ 閃め かして 茅 野 雄へ 

切って かかった。 

また 太刀 音！ が、 しかし だ！ 既に 茅 野 雄 はこの 

時には、 身 を 翻え して 遁れ ていた。 

この間 も 茅 野 雄 は 考えた。 

(信者なら 声をかける はず だ！ 「神殿 を 荒らす 背教 

者で ござる ぞ！ 出合え！ 方々！」 と、 こんな 



ように— ところが こいつ は 黙って いる。 …… 何 

者だろう？ 何者だろう？ うむ、 五 人 だな！ ぉッ 

来お る！) 

闇 を 一層に 闇に して、 五 人の 人影が 塊 まって、 迫つ 

て 来る のが 幽かに 見えた。 

と、 その 次に 起こった こと は、 数 合の 太刀 音の した 

ことと、 一人の 人影が 地上へ 仆れ、 仆れ ながら 何 か を 

投げた ことと、 その 人影が 起き 上った 時、 一人の 男が 

うな 

唸 リ声を あげて、 ドッと 地上へ 仆れ たこと と、 仆れた 

人間 を 切り刻もう として、 五 人の 人影が 飛び かかった 

ことと、 洞窟の 入り口へ 光が 射して、 すぐに 一点 龕燈 



まるはだか 

の 光が、 闇へ 花の ように 浮かび 出た ことと、 全裸体の 

乙女が その 龕燈を 捧げて、 悩まし そうな 眼 付き をして、 

投げられた 丸太に 足 を 打 たれ、 地上へ 仆れ ている 茅 野 

雄の 姿と、 茅 野 雄 を 切って 刻もうと して、 醍醐 弦四郎 

と 彼の 部下の、 半田 伊十郎と 他 五 人と が、 茅 野 雄の 周 

囲に 集まって いるの を、 順々 に 見廻した ことと であつ 

た。 

「浪江 殿で は ござらぬ か £:」 

「 …… その 姿 は 9 白皓々 ！」 

茅 野 雄と 弦 四 郎とは 同時に 云 つ た。 



て 集まって 来て、 四 挺の 駕籠 を 取り巻いて しまった。 

「誰 だ 誰 だ！ 何者 だ！」 

「神域へ 無断で 入って 来た！ 追い払って しまえ！ 

虐殺して しまえ！」 

しょうげん 

「とにかく 将監 様へ お知らせ しろ！」 

「どんな 奴が 駕籠に 乗って いるの だ！ 駕籠の 戸 を あ 

けて 引きずり 出せ！」 

郷民 達が 声々 に 喚いた。 

と、 その 時 一人の 老人が、 幾人 かの 郷 民に 囲繞され 

て、 四 挺の 駕籠の 方へ 近寄って 来たが、 

「拙者 は 白 河 戸将監 で ) 」 ざる。 白 河戸郷 の 長で ござる。 



「でも 好奇心 は 好奇心の ままで、 うつち やって お置き 

なさい ました 方が、 よろしい ように ございます。 …… 

好奇心 は 好奇心 をと げた 時に、 値 打 を 失う で ござ いま 

しょうから」 

「値 打 を 失な つてし まいたい ために、 好奇心と いう も 

の は 強い 力で、 人間に 逼る もので ございま すよ。 好奇 

心 は 力で ございます」 

森林の 底と 云っても よかろう。 特に 薄暗い 所へ 来た。 

杉 だの 桧 だの 撫 〔# 「撫」 は 底本で は 「撫匕 だの 櫸 だの 

の、 喬木ば かりが 生い茂つ ていて、 ほとんど 日の 光 を 

通さなかった。 で、 歩いて 行く 茅 野 雄と 浪 江との、 姿 



あった。 

ぎまん 

「偽瞞 であろうと カラク リ であろうと、 それが 信じら 

れ ている うち は、 幸福な ので ございま すよ。 あの 可哀 

そうな 業病 人達 は」 

(偽 瞞？ カラク リ？ 何の ことだろう？) 

茅 野 雄に は浪 江の 云った 言葉が 、 審し いものに 思 

(これ も やっぱり 洞窟の 中の、 内陣に 置いて ある 何ら 

かの 物と、 関係の ある 言葉に 相違ない) 

で、 茅 野 雄 は 押し 強く 訊いた。 

「浪江 殿、 お話しく ださるまい か。 内陣に は 何が あり 



ますので？」 

「 」 

浪江は 返辞 はしなかった が、 云いたい と 努力して い 

るよう であ つ た。 

一 一人 は 宛な しに 足 を 運んだ。 

古沼の 岸 を 巡って 越し、 灌木の 多い 境地へ 出た。 

と、 その 時人の 足音が、 ひそ やかに 二人の 背後の 方 

でした。 

しかし 二人に は 解らなかった 〔# 「解らなかった」 は 

底本で は 「解ら なった」 r 

不意に 浪 江が 苦しそう に 云 つ た。 



抱え、 瞬間に 飛び退いて 難 を 遁れ、 いまだに 浪江を 引つ 

抱えた ままで、 立って いると ころの 姿な のであった。 

寂然と した 間が あった。 

向かい合った 三人の 空間 を、 病 葉が 揺れながら 一葉 

二葉 落ちた。 

と、 讃歌が 聞こえて きた。 

r- 唯 一 なる 神 

みそな わし 給う 

病める 我ら を 

慈悲の 眼 を もて。 

丘の 上の 大勢の 業病 人達が、 歌って いる 讃歌に 相違 



が、 また 讃歌が 聞こえて きた。 

A 唯 一 なる 神 

許した もう 

信じて 疑わぬ 

我らの み を。 

「聞け！」 と、 覚明 はまた 進んだ。 

「あの 歌 を 聞け！ あの 歌 を 聞け！ 疑わぬ 者の みが 

許される の だ— おのれら よくも 疑が つ たな！ 

よしや 盗んだ 品で あろうと、 よしや その 品が 片輪で あ 

ろうと、 疑が わぬ 者に は 力なの だ！ あばく ことがあ 

ろうか！ あばく ことこ そ 罪 だ！ 死ね！」 と、 鉄の 



「殿様のお 蔭に ございます」 

「それ はそうと 刑 部 老人」 

「はい」 と、 刑 部 老人 は 云った。 

「その物々 しい 白い 髯は、 そうそう 莂 つてし まって は 

どうか」 

(おやおや) と、 刑 部 老人 は 思った。 

(俺ば かりが 歩が 悪い ぞ。 髯の 悪口 を 云われたん だか 

らな) 

r 殿様の) j 注文 で ございましたら、 早速 髯な ど 莂リま 

しょうと も」 

「莂 つた 髯は 店へ 並べる がいい」 



「並べ る 段で は ございません」 

「それだけが 本物と いう ことになる」 

お つ しゃ 

「それだけが 本物と 仰 言います と？」 

にせもの 

「お前の 店に ある 他の物 は、 確か ことごとく 贋物の は 

ず だ」 

(いよいよ 俺 だ けが 歩が 悪 い ぞ ) 

「そうば かりで も，》 ，- ざ リ ませぬ がな」 

「いけない いけない 噓を 云って はいけ ない」 

「アツ ハハ、 そうで ございま すかな」 

「も つ とも 店の 主人公が、 店の 物 は 贋物で ございます 

と、 自分から 云う こと は 出来まい がな」 



何のた めに そういう 人達が、 揃って この 地へ 現われ 

て、 大 森林の 中へ、 入って 行った か？ ハツ キリした 

こと は 解らなかった が、 こう 云う こと は 感じられた。 

(貴人の ような お 方 は 別と して、 他の 三人 は 俺の 狙つ 

ている 物 を、 同じように 狙って いる 人達 だと、 こう 云つ 

て もよ さそう である。 さてそう いう 人達が、 大 森林の 

中へ 入って 行った の だ。 大 森林の 彼方に は、 丹 生 川 平 

が 存在す る。 丹 生 川 平の 神殿に は、 その 「狙って いる 

物」 が ある はず だ。 で、 連中 は そこへ 行って、 その物 

を 取ろうと する のか もしれ ない。 うっかり すると 横 取 

りされ るぞ) 



と は 云え 弦 四郎は 引つ 返して、 丹 生 川 平へ 帰って 

行って、 その 四 人の 人達 を 相手に、 「狙って いる 物」 を 

競争しょう という、 そう 云う 気持に はなれなかった。 

(碩寿 翁 一人 を 相手に しても、 俺に 勝ち目 はありそう 

もない。 まして、 四 人 を 相手に して は …… ) 

とても 駄目 だと 思われる からであった。 

(それよりも 急いで 白 河 戸郷へ 行き、 小枝と いう 娘 を 

引つ 攫って 来よう。 そうして、 それ を 功に して、 覚明 

殿に 話し込み、 神殿の 内陣へ 入れて 貰おう。 入った が 

最後 盗んで 逃げよう。 碩寿翁 を はじめ 四 人の 者が、 ど 

のよう な 権威者であろう とも、 行って すぐに 覚明 殿に 



談じ込んだ ところで、 覚明 殿に はおい それと、 四 人 を 

内陣へ は 入れないだろう。 四 人が 内陣へ 入らない 先に、 

小枝 を 奪って 丹 生 川 平へ 帰ろう) 

で、 弦 四郎は 部下 を 急がして、 白 河 戸郷の 方へ 足早 

に 進んだ。 

あん あん 

ここ は 洞窟の 内部であって、 暗々 とした 闇であった。 

と、 その 闇の 一 所から、 男女の 囁く 声が した。 

「浪江 殿、 これから どうしましょう？」 

「とうてい 外へ は 出られません。 奥へ 参る ことにいた 

しましょう」 



男女 は 茅 野 雄と 浪江 とであった。 

郷民 達に 襲われた ので、 茅 野 雄 は 殺生と は 思いな が 

ら、 幾人 かの 郷民を 叩つ 切り、 浪江を 連れて 逃げ 廻る 

うち、 岩山の 洞窟の 口まで 来た。 と、 洞窟の 口が あい 

た。 外の 騒ぎが 烈しかった ので、 洞窟 を 守って いた 番 

人が、 外の 様子 を 見ようと して、 内部から 扉 を 開けた 

のであった。 

そこで 茅 野 雄 は (しめた！) と 思った。 (洞窟の 中へ 

入って やろう) —— で 浪江を 引つ 抱えて、 洞窟の 中へ 

突き進んだ。 と、 番人が 切って かかった。 それ は 峰 打 

ちに 叩き 仆 して 置いて、 茅 野 雄 は 中から 扉 を 閉じ、 ガッ 



こ つていた。 

「さあ 火 を かけろ！」 

「火で 焼き切れ！」 

「どうで も 扉 は ひらかなければ いけない」 

た もろ 

洞窟の 入り口に 屯して いる、 丹 生 川 平の 郷民達 は、 

こう 口々 に 喚きながら、 枯れ木 や 枯れ草 をう ず 高い ま 

でに、 洞窟の 扉の 前に 積んだ。 

茅 野 雄と 浪 江が 郷民を 切って、 洞窟の 内へ 入り込ん 

で、 内から 扉 を とじてし まった。 呼んでも 呼んでも 返 

辞 をし ない。 扉 を あけろ と 命じても、 番人 は^! 辞さえ 

しょうと しない。 



で、 郷民達 はこう 思った。 

(茅 野 雄が 番人 を 切り殺し、 内側から 閂を かって 置い 

て 内陣の 方へ 行った のであろう) と。 

内から 閂 をかった が 最後、 外から は 開かない 扉で 

あった。 火 を かけて 焼いて 焼き切る より、 開く 手段 は 

ない 扉であった。 

しかし 郷民達 は 躊躇した。 

(浪江 殿 は 教主 覚明 殿の、 一 人 娘 ごで あられる し、 茅 

野 雄 殿 は 教主 覚明 殿の、 一 人の 甥 ごで あられる の だか 

ら、 扉 を 焼き切って 洞窟 内へ 乱入して お 二人 を 討ち取 

る こと は、 覚明 殿に 対して どうだろう？) 



押し出して 行き、 その 回教寺院 を 破壊 するべく、 得 

物々々 を 揮って いるので あった。 

で、 そこから 聞こえて くる もの は、 人の 喚き声と 物 

の 破壊れ る 音と で、 そうして そこから 見えて 来る もの 

まさかり 

は、 砂塵と 日に 光る 斧ゃ槌 や、 鉄の 棒 や、 鉞 や 刃物 

なのであった。 

内乱が 起こ つたと 見る ベ きであろう。 

この 勢いで、 時が 経ったなら、 白 河戸郷 という 神域 

別天地 は、 間もなく 滅亡して しまう であろう。 

(これ は 内乱に 相違ない！ が、 どうして 内乱なん か 

が？) 



丘の 頂きに 立ちながら、 そういう 光景 を 眼の 中へ 入 

れた、 醍醐 弦四郎 はそう 思った が、 しかし、 弦 四郎の 

身に とって 見れば、 白 河 戸郷に 内乱の あるの は、 まさ 

にもつけ の 幸いであって、 内乱の 事情な ど どうで あろ 

うと、 かかわる ところではない のであった。 

そこで 弦 四郎は 部下 を 連れて、 盆地 を 下へ 走リ 下つ 

た。 

(どさくさ まぎれに 小枝 を 攫おう) 

こう 思った からであった。 

新しき 登場 者 



ひととなり 

つまり 勘 右衛門 は 刑 部 老人の、 素性と 行動と を 知つ 

ていたの であった。 

したがって 刑 部 老人が、 あの 大切な 品物 を 持って、 

どの 方へ 旅立って 行った かにつ いても、 大体 見当 をつ 

ける ことが 出来た。 

(長 崎へ 行った に 相違ない) 

しかし だんだん 探って 見たところ、 飛驟の 方へ 行つ 

たという ことで あ つ た。 

(これ は 一 体 どうした こと だ？) 

勘 右衛門に は 意外で あつ た。 

しかし、 それから 筋 を 手繰って、 一層く わしく 探つ 



(杉 次 郎ゃ弁 太 はお 菊 をと り 巻いて、 よくない こと を 

やって いる。 こいつら を 江戸へ 残して 置いて は、 どん 

な こと を やり 出す か 分らない。 旅へ 一緒に 連れて 出た 

ところで、 手助けに も 何にもな り はしない が、 江戸へ 

残して 置く より はいい) 

で、 四 人 は 旅へ 出て、 迪り迪 つて この 曠野へまで、 

今や 姿 を 現わした のであった。 

(本来 あの 品 は 二つ ある 品 だ。 二つ あると 飛び離れた 

価値になる。 刑 部 老人 は その 素性から、 また 商売の 関 

係から、 あの 品物の 二つ ある こと を、 心得て いるに 相 

違ない。 その 刑 部 老人が、 飛驛の 国へ 来たので ある。 



では あるいは 飛驛の 国に、 もう 一 つの 品が あるの かも 

知れない。 それ を 得ようと して 来たの かもしれ ない) 

(それば かり か千賀 子まで も 一 緒に 来たそう だ。 千賀 

子に 至って は あの 品物の、 どういう 品物で ある ことか 

どれ だけの 価値の ある もの か を、 自分の 物の ように 

知っている はず だ。 その 千賀 子が 刑 部 老人と 一緒に、 

この 飛驛の 国へ 来たので ある。 では、 いよいよもう 一 

つの 品が、 この 国に ある ものと 見て よかろう) 

道々 勘 右衛門 はこう 思って、 好奇心と 興味と 慾 望と 

を 起こし、 自分 こそ 失った 例の 品と、 そのもう 一 つの 

品物と を、 手に入れようと 希望した りした。 



こうして 今や 曠野まで 来た。 

と、 一方から 大勢の 者が、 この 四 人の 駕籠の 方へ、 

群て 歩いて 来る のが 見られた。 

白 河 戸郷の 方角から、 その 大勢の 者 は 来る ので あつ 

た。 

洞窟の 奥の 神殿の 前に 佇んで いる 男女が あった。 宫 

川 茅 野 雄と 浪江 とであった。 

神殿の 扉が ひらかれ ていて II 開いた の は 茅 野 雄 そ 

の 人な ので あつ たが —— 内陣の w J 神体が 見えて いた。 

六尺ぐ らいの 異国 神の 像で、 左の 一眼が 鯖 色の 光 を、 



燈 明の 火に 反射 させて いた。 

めし 

それ だのに どうだろう、 右の 一 眼 は、 盲いた ままに 

がんか ほこら ぜん 

なって いるで はない か。 眼窩 は 洞 然と 開いて いるが、 

眼球が 失われて いるので ある。 

ァラ 神で あると いう こと は、 多少と も 回教 を 知って 

いる 人に は、 看取され たに 相齊 ない。 

その ァラ神 を 囲んで いる 厨子が、 宝石 や 貴金属 や 彫 

刻に よ つ て —— アラビア 風の 彫刻に よ つ て —— 精巧に 

作られ ちりばめられて あり、 厨子の 前方 燈 明の 燈に I 

I その 燈 明の 皿 も 脚 も、 黄金で 作られて いるので あつ 

たが —— 照らされ ている ありさま は、 神々 しい ものの 



う 一方の 眼 は 潰れて おります。 …… 父上 は 開いて いる 

一 方の 眼 だけ を、 手に入れ たばかりで ございました。 

その 一 つの 眼 を 基に して、 あの ご 神体 を 作った のでし 

た」 

「 」 

茅 野 雄 は 返辞 をしょう ともせず、 その 輝いて いる 一 

眼へ、 恍惚と した 眼 を 注いで いた。 

茅 野 雄 は 自分の 心 持が、 抑えても 抑えても 抑え 切れ 

ない ほどに、 その 一眼 を 手に入れた いという、 慾 望に 

誘惑され るの を 感じた。 

(あの 眼の 光に 比べて は、 名誉 も 身分 も 財産 も、 生命 



まで も 劣つ て 見える) 

茅 野 雄 は 深い 溜息 をした が、 誰かが 背後から 押した 

かの ように、 思わず 前へ 突き進んだ。 

いっか 茅 野 雄 は 石段 を 上り、 神殿の 前に 立って いた。 

と、 茅 野 雄 は 腕 を 延ばした が、 グル ダルと 神 像の 首 

を 捲いて、 右手で 刀の 小柄 を 抜く と、 神 像の 眼 をえ ぐ 

りに かかった。 

「あ、 茅 野 雄 様！」 と 恐怖に 怯えた、 浪 江の 声が 聞 こ 

えて 来た。 しかし 夢中の 茅 野 雄の 耳に は、 聞こえよう 

と はしなかった。 

浪江 はそう いう 茅 野 雄 を 見ながら、 体 を こわばらし 



れ るよう に 下りた のに 引かれて、 茅 野 雄 も 下へ 下りた 

隙に、 左右から 襲って 行った 二手の 勢が、 段 上 を 占め 

たこと であった。 

下へ 下りた 茅 野 雄 を 引つ 包んで、 郷民 達の 渦巻いて 

いる 姿が、 こうして その 次に は 見受け 〔# 「見受け」 は 

底本で は 「身受け 匕 られ たが、 しかし その 次の 瞬間に は、 

渦巻が 左右に 割れて いた。 

ァ ラオ 

と、 その 割れ目 を 一散に 走って、 黒 石の 方へ 行く 者 

が あり、 やがて 黒 石の 上へ、 片足 を 掛けて 休んだ 者が 

見られた。 

数人の 郷民を 切り 斃 して、 そこまで 行った 茅 野 雄で 



せて、 それに 関係 ある 一切の 人 を、 この 地へ 集めた と 

云った 方が、 中って いるよう に 思われる。 

そういう 超人の 慶正 卿であった。 

その 神々 しい 風采 は 狂信者の 覚明ゃ 郷民達 を さえ、 

恭謙の 心へ 導いて しまった。 

で、 にわかに 洞窟の 内 は、 静粛と なり 平和と なった。 

と、 そういう 洞窟の 内 を、 一 応 見廻した 慶正卿 は、 

神殿の 方へ ゆるゆると 進んだ。 

てのひら 

右手 を 前へ 差し出し ている。 その 掌 から 鯖 色 〔# 

「鯖 色」 は 底本で は 「銷色 匕 の 光が、 矢の ように 鋭く、 射 

し 出て いたが、 その 光 は 神 像の 一眼の 光と、 全く 同じ 



ゥァ ラビ ヤン ナイト」 式に、 説明 を 加える 方が よいと 

ならば、 説明 をす る ことにしよう。 

( 一 ) 大 金剛石 を 両眼に 持った、 ァラ 神の 像 は 千賀子 

の もとに 代々 伝わって いた もので あつたが、 その 一眼 

を覚 明が 奪い、 他の 一 眼 を 何ら かの 手段で、 松 倉屋勘 

右衛門が 手中に 入れ、 神 像 その物 は 白 河 戸 将監が 奪い、 

各々 勝手に 保存した 結果が、 事件の 基と なった ので 

あった。 

(二) 一ッ橋 慶正 卿が 回教に おける、 カリフの 尊号 を 

得た ことに ついては、 作者の 調べた 文献の 中に、 その 

詳細がない ところから、 ここで 説明す る こと は 出来な 



レ 

(三) 大 金剛石の 両眼 は、 白 河戸郷 から 持ち 来たされ 

た、 真の ァラ 神の 眼窩の 中へ、 あらためて 納められた 

という ことで あるが、 その ァラ神 は慶正 卿の 意見 —— 

メッカへ 返せと いう 意見の ままに、 遥々 亜剌比亜へ 送 

リ 返された とも、 元の 持主の 千賀 子の もとで、 保存 さ 

れた とも 云われて いる。 

(四) 丹 生 川 平と 白 河戸郷 とが、 和睦した こと は 云う 

まで もない が、 「山岳の 奥に とじこもって、 密修 をす る 

よりも 都会へ 出て、 市井の 間に 布教した 方が、 宗教と 

して 効果が ある」 という、 慶正 卿の 意見に 従い、 ニ郷 



の 人達が 江戸へ 出て、 千 賀子を 昔 通り 教主に 立て、 回 

教弘 通に 努力した と、 こう 文献に 記されて あるが、 詳 

細の こと は 作者 も 知らない。 

(五) 醍醐 弦 四郎は その 以前に、 長 崎 辺りに ゴロ ツイ 

ていた、 某 大名の 浪人で あつたが、 この 出来事の あつ 

かしら ゆ す ものとり 

た 頃に は、 浪人 組の 頭と して、 強請り や 盗賊 もして い 

たそうで、 悪人に は 相違なかった が、 物 解りの よい 男 

だった ので、 慶正 卿に 許されて、 放逐され たという こ 

とで ある。 

(六) 松 倉屋勘 右衛門 はお 菊 を 離縁し、 真面目な 大商 

人に 帰った そうな。 



「刑 部 老人の 蒐集 室 へ 参り、 ザ J のよう な 物 を 買うて 参 

リ ました」 

取り出して 見せた の は 宝玉 を ちりばめた、 美しい 異 

かん ざし 

国風の 簪 であった。 

慶正卿 はとり あげたが、 

「碩寿 翁、 これ を 値踏みして ごらん」 

こう 云つ て 笑って 簪を 渡した。 

と、 碩寿翁 は 苦笑 をした が、 

「どうやら 依然として あの 老人 は、 贋物 を 売って おり 

ガラス 

ますよう で。 …… この 宝玉 は 硝子の かけらで」 

「さよう さよう 硝子の かけら だ」 
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